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『ダ

ン

マ
パ
ダ
』
と
教
育
仁

古

田

榮

作

要

旨「ダ
ン
マ
パ
ダ
」

(
11

「法
句
経
」)

を
通
し
て
、
仏
教
の
根
本
思
想
を
考
察
し
た
。
仏
教

の
根
本
思
想
と
な

っ
た

「
四
法
印
」

(諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
、
浬
葉

寂
静
、

一
切
皆
苦
)
が

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
」
の
中
で
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
た
か
を
考
察
す
る
。
「
ダ
ン
マ
パ
ダ
」
は
詩
偶
で
あ
り
、
端
的
な
表
現
に
な

っ
て
い
る
。
ど

D

の
よ
う
な
状
況
の
下
で
説
か
れ
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
各
詩
偶
に
附
随
す
る
因
縁
謹
に
学
び
、
現
在
の
信
者
指
導
に
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て

ω

い
る
か
も
考
察
し
た
。
信
者

へ
の
教
導

の
た
め
に
、
近
代
に
な

っ
て
か
ら
日
本
で
試
み
ら
れ
た

「仏
教
刷
新
運
動
」
に
関
連
の
あ
る
常
盤
大
定
の

「佛
陀
之
聖
訓
」

が

「教
学
」
を
い
か
に
考
え
た
か
も
考

察
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
諸
行
無
常

諸
法
無
我

浬
葉
寂
静

一
切
皆
苦

公
案

因
縁
諌
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(
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0
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)

(
1
)

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
は
釈
尊
の
金

口
よ
り
ほ
と
ば
し
る
無
間
自
説

の

「法
句
」
、
す
な
わ
ち
仏
教
の
妙
諦
を
宣
示
せ
る
勝
句
を
分
類
収
集
し
た
も

の
と
称
さ
れ
る
。

(
2
)

孔
子
が
そ
の
弟
子
や
当
時
の
人

々
に
応
答
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
弟
子

の
問
に
行
な
わ
れ
た
問
答
な
ど
を
記
し
た

『論
語
』
、
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
と
そ
の

(
3
)

言
葉
を
記
述
し
た
初
代
キ
リ
ス
ト
教
の
文
書
で
あ
る

『福
音
書
』
と
比
し
て
無
間
自
説

の
勝
句

(
11
偶
頒
)
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
質
が
認
め

ら
れ
る
。
ま
た
最
古
層
の
仏
説
を
伝
承

し
、
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
詩
集
で
、
と
き
に
は
散
文
を
交
え
る

『ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』

(ω彗
5
巳
冨
5

ω二
9

は

"経
"
、
巳
冨
蜜

(
4
)

は
集
成
の
意
で

く経
の
集
成
V
を
意
味

す
る
)
と
も
文
体
上
の
特
徴
を
も

っ
て
い
る
。

(
5
)

(
6
)

さ
ら
に
中
世
文
学
と

の
関
連
で
、
末
法
思
想
を
背
景
に
無
常
の
出
離
隠
遁
し
て
西
方
浄
土
を
希
求
す
る
自
己
の
あ
り
方
を
問
い
つ
め
た
、
鴨
長
明

の

「方
丈
記
」

の
冒
頭
の

「
ユ
ク
河
ナ
カ
レ
ハ
タ
エ
ス
シ
テ
シ
カ
モ
・
ト
ノ
水

ニ
ア
ラ
ス
」
は

「法
句
経

無
常
品
」

の

「如
河
駿
流

往
而
不
返

人
命
如
是

逝
者
不

(
7
)

還
」
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
残
念
乍
、
こ
の

「無
常
品
」
は
パ
ー
リ
語
の
原
文
に
は
見
ら
れ
な
い
品
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
勅
撰
集
で
も
、

(
8
)

多
く

の
繹
佛
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
『法
句
経
』
を
題
材
と
し
た
も

の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

☆

勿幅

ま
ず

佛
教

の
根
本
教
義
に
か
か
わ

る
偶
頒
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

(
9
)

「
『
一
切
諸
行
は
無
常
な
り
』
と

[観
の
修
習
に
よ
る
]
智
慧
に
よ

っ
て
観
る
時
、
次
に
苦
を
厭
悪
す
る
。
こ
れ
が
清
浄
に

[到
る
]
道
で
あ
る
」

(π
)

、、≧

汀

○
昌
岳
戊
8

巴

O
ゴ
①
8

日
①
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①
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0
2
日
き
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旧
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ゴ
8

0
⇒
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ω
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①
ω
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ω
三

夢

圏
ω
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げ
箸

凶巴

o
目
も

器

ぴ
①
8

目
①
ω
芝
$
q

o
h
α
自
犀
吋
げ
鉾
誤

同巴

ω
臣
①
勺
9
夢

8

空

「
ξ

゜

(10
)

と

北
島

は

英

訳

し

て

い

る

が
、

こ

の
偶

頒

に

つ

い

て
解

説

し

て

い

る

..】W
巳

O
巨
珍

常

晦
①
巳

ω
、、
は
直

裁

に

.、H目
b
①
毒

8

①
耳

9
『
①
9
=
①
×
δ
叶ぎ
ひq
夢
ぎ
ひ身
ω
、゚.

ヨ

甘

鼠

巴

o
日

≦
げ
o
b
嘆
o
似
く
①
ω
荘

凶ω
富
9

Qっ
耳
巴
ひq
げ
暑

錯

ぴ
①
8

日
①
ω
8

巨
①
巳
℃
ε

2

ω
o
h
ω
自
験

二
昌
㌍

夢
房

同ω
夢
①
毛

昌

o
h
ω
9
守
巴

8

°

(11
)

と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
解
説
で
は
、
阿
羅
漢
果
を
得
ら
れ
な
い
で
師

(
11
仏
陀
)
か
ら
瞑
想
の
課
題
を
受
け
取
り
、
森
の
中
で
全
力
で
格
闘
し
、
彼
ら
の
必
要
に
よ



り
ふ
さ
わ
し

い
瞑
想
の
課
題
を
得
ん
と

し
て
返
答
す
る
五
百
人

の
僧
に
対
し
て
、
師
は

「こ
の
僧
た
ち

へ
の
最
適

の
瞑
想
課
題
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
?
」
と
自
問
し

た
上
で
、
「カ

ッ
サ
パ

・
ブ
ッ
ダ

(密

ω
ω巷
①
じd
巳
爵

①)
の
時
代
に
こ
ら
れ
の
僧
は
無
常
の
性
質
に

つ
い
て
の
瞑
想
に
二
萬
年
を
費
や
し
た
。
無
常
の
性
質
は
私
が

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
ひ
と
つ
の
命

題
で
あ
ろ
う
。
」
と
思
索
し
た
上
で
、
彼
ら
に

「僧
た
ち
よ
、
感
覚
的
存
在
お
よ
び
他

の
形
態

の
存
在
に
お
い
て
は
す
べ
て

(12

)

存
在
す
る
も
の
は
非
現
実
性

の
故

に
無
常
で
あ
る
と
明
示
し
て
、
こ
の
偶
頒
を
示
し
た
と
さ
れ
る
。

漢
訳
で
は
こ
の
偶
頒
は

(13
)

一
切
行
無
常

如
慧
所
観
察

若
能
畳
此
苦

行
道
浄
其
跡

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
教
的
世

界
観
で
あ
る

「諸
行
無
常
」
を
直
載
に
表
明
す
る
偶
頒
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
日
本
で
も

『平
家
物
語
』
の
冒
頭
の
章
句
に
あ

(
14
)

る

「祇
園
精
舎
の
鐘

の
聲
、
諸
行
無
常

の
響
き
あ
り
。
沙
羅
双
樹
の
花

の
色
、
盛
者
必
衰

の
こ
と
は
り
を
あ
ら
は
す
。
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
琵
琶
の
音
に
の
せ

ら
れ
て
吟
唱
さ
れ
て
深
く
日
本
人
の
世
界
観
に
浸
透
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
漢
訳

の
偶
煩
に
示
さ
れ
た
も

の
は
、

一
切

の
行
が
無
常

で
あ
る
と

の
智
慧
の
観
察

に
従

っ
て
観
察
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
世

の
苦
は
能
く
覚
知
す
れ
ば
、
道
を
行
ず
る
こ
と
で
其
の
跡
を
浄
め
ら
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
、
苦
の
超
克

へ
の
方
策
を
示

紛

す
も
の
で
あ
り
、
流
動
変
化
が
宇
宙
万
有
の
実
相
で
あ
る
と
す
る
仏
教
の
基
本
的
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ω

「ダ
ン
マ
パ
ダ
」
は
続

い
て
、

(15

)

「
『
一
切

諸

行

は
苦

な

り

』

と

[
観

の
修

習

に

よ

る
]

智

慧

に
よ

っ
て

観

る

時

、

次

に

苦

を

厭

悪

す

る
。

こ

れ

が

清

浄

に

[
到

る
]

道

で
あ

る

。
」

(
粥

)

と

説

く

。

..しd
β
&

霞
珍

常

鴨

巳

ω
.、
は

、

「
こ

の

際

に
、

こ

れ

ら

の
僧

が

苦

の
性

質

に

つ

い

て
瞑

想

に

没

頭

し

て

い

る

の
を

知

っ
て

い

る

、

阿

羅

漢

果

を

得

た
僧

(
11
師

)

が

「
僧

た

ち

よ

、

存

在

の
す

べ

て

の
要

素

は

、

我

々

の
上

に

重

く

の
し

か

か

り

、

そ

れ
故

に

苦

が

生

じ

る

の

で

あ

㍍

じ

と

彼

ら

に
向

か

っ
て
話

し

た

。

そ

う

言

っ
て

、

こ

の
頒

偶

を

明

示

し

た

。

..ぎ
く
o
守
巴

ぎ

ω自
幣

ユ
昌
ひ身
霞
①
巴
一
①
圏
巴

昌
ひq
臣

ぎ
鵬
ω
.゚、

毛

同号

註

巴

o
巳

≦
げ
o
℃
①
「
8

守
巴

辞巨
ω
富
o
戸

ω
自
巴
鵬
げ
薯

曙

げ
①
8

日
①
ω
8

巨
①
巳
冒
ε
o
富

o
h
ω
=
詩

ニ
コ
㌍

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口
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0

0

9
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(16
)

臣

ゲ

ゲ
ぎ

①
毛

鎚

o
h
Qり
帥
守
註

8

°

漢

訳

で

は

(17
)

一
切
衆
行
苦

如
慧
之
所
見

若
能
覧
此
苦

行
道
浄
其
跡
)

こ
の
偶
頒
は
、
英
訳

・
漢
訳
に
も
示

さ
れ
る
よ
う
に

=

切
皆
苦
」
と
の
認
識
の
上
で
、
苦
の
超
克
の
方
策
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

「苦
」

([凹
α
=
ゴ
犀
】ρゴ
9

□團
α
仁
】h】hゴ
9
)
は

「①
せ
ま
り
悩
ま
す
、
と
い
う
意
味
。
②
苦
し
み
。
悩
み
。
思

い
ど
お
り
に
な
ら
ぬ
こ
と
。
身
心
を
悩
ま
さ
れ
て
不
安
な

状
態
。
こ
の
苦
し
み
に
は
四
種
類

(四
苦
)
、
ま
た
は
八
種
類

(八
苦
)
が
あ
る
と

い
う
。
③
有
漏
法
の
異
名
。
現
象
的
存
在
。
現
象
的
生
活
。
人
間

の
現
実

の
状

(15
)

態
。
④
過
患

(過
答
と
災
難
、
煩
悩

・
業
な
ど
を
生
ず
る
こ
と
な
ど
の
意
)
に
同
じ
。
…
…
」
の
意
と
さ
れ
る
。
生
存
し
て
い
る
も
の
の
三
つ
の
苦
し
み
と
し
て
、

苦
苦

(好
ま
し
く
な
い
対
象
か
ら
感
ず

る
苦
し
み
。
疾
病

・
飢
餓
な
ど
の
苦
か
ら
生
ず
る
身
心
の
苦
悩
を
い
う
。
苦
痛
を
苦
と
す
る
状
態
)
、
行
苦

(世
の
移
り
変

わ
り
を
み
て
感
じ
る
苦
し
み
。
世
の
無

常
転
変
で
あ
る
こ
と
か
ら
受
け
る
苦
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
は
遷
流
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
。)
と
壊
苦

(好
ま
し
い
も
の
が

(18

)

壊
れ
る
こ
と
に
よ
り
感
ず
る
苦
し
み
。
自
己
の
愛
し
た
も
の
が
破
滅
す
る
と
き
に
感
ず
る
苦
悩
。
楽
し
む
も

の
が
滅
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
苦
)
が
あ
る
。
日
常
語

化
し
た

「
四
苦
八
苦
」
は
、
「人
生

の
苦
悩

の
根
本
原
因
で
あ
る
生

・
老

・
病

・
死
を

い
い
、
こ
れ
に
愛
別
離
苦

・
怨
憎
会
苦

・
求
不
得
苦

・
五
陰
盛
苦

の
四
苦
を

加
え

て
八
苦
と

い
う
。
愛
別
離
苦
は
、
愛
す
る
者
と
別
れ
る
苦
し
み
。
怨
憎
会
苦
は
、
こ
の
世
で
は
怨
み
憎
む
者
と
も
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
苦
し
み
。
求
不
得

苦
は
、
欲
し
て
求
め
て
も
な
か
な
か
物
事
を
得
る
こ
と

の
で
き
な
い
五
陰
盛
苦
は
五
盛
陰
苦
と
も

い
い
、
人
間
の
身
心
を
形
成
す
る
五

つ
の
要
素

(五
陰

・
五
纏
、

(19
)

す

な

わ

ち

色

・
受

・
想

・
行

・
識

)

か

ら

生

ず

る
苦

し

み

が

盛

ん

に

お

こ

る

こ

と

を

い
う

。

こ

れ

に
続

い
て

「
『
一
切

諸

行

は
苦

な

り

』

と

[
観

の
修

習

に

よ

る

]

智

慧

に

よ

っ
て
観

る

時

、

次

に

苦

を

厭

悪

す

る

。

こ

れ

が

清

浄

に

[
到

る

]

道

で

あ

る
。
」

(
㎜

)

、.bd
巳

畠
三
ω
け
冨

ひq
①
昌
◎
ω
、、
は

、

こ

の
頒

偶

を

..d
霞

①
巴

9
『
①
臣

①
×
巨

ぎ
鵬
叶巨
コ
ひq
ω
、゚、

≦
函
浮

註

巴

o
巳

芝
ゴ
o
b
嘆
0
9
<
①
9

凶ω
富
o
戸

の
ヰ
巴
ひq
げ
暑

昌

げ
①
8

日
Φ
ω
8

巨
①
巳
℃
ε

2

ω
o
h
ω
β
留

「ぎ
㌍

(34)



(21
)

雷

す

δ

匪
①
≦
-曙

o
h
ω
巴
く
註

o
昌
゜

と

、

英

訳

し

て

い
る

。

漢

訳

で

は

、

(22

)

一
切
衆
行
空

如
慧
之
所
見

若
能
覧
此
苦

行
道
浄
其
　

お
よ
び

(23

)

一
切
衆
行
我

如
慧
之
所
見

若
能
覧
此
苦

行
道
浄
其
　

と
さ
れ
る
。

こ
の
偶
頗
は

「諸
法
無
我
」
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
こ
の

「諸
法
無
我
」
は
、
「す
べ
て
の
も

の
は
、
因
縁
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ

っ
て
実
体
性
が
な

い
と

(
24
)

(25

)

い
う

こ
と
。
三
法
印

の

一
つ
。」
と
さ

れ
、
「三
法
印
」
は
、
「仏
教
思
想

の
特
徴
と
し
て
の
三
種

の
し
る
し
。
諸
行
無
常
と
諸
法
無
我
と
浬
葉
寂
滅
と
を

い
う
。
」

(26

)

で
あ
り
、
「浬
彙
寂
滅
」
は

ニ
ル
ヴ
ァ
ー

ナ
の
境
地
は
安
ら
ぎ
で
あ
る
と

い
う

こ
と
」
と
さ
れ
、
「
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
」

(回
巳
署
9

9
回
巳
げ
ぴ
ぎ
9
)
は
、
「原
語
は
吹
き

消
す
こ
と
、
吹
き
消
し
た
状
態
を
原
意

と
す
る
。
浬
藥
と
音
写
。
入
寂

・
入
滅

・
円
寂
と
漢
訳
す
る
。
原
始
仏
教

で
は
、
貧
欲

・
瞑
悉

・
愚
擬
の
三
毒

の
煩
悩

の
火

を
吹
き
消
し
、
煩
悩
を
滅
す
る
こ
と
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
稠
林
の
な
い
こ
と
、
と
も
解
さ
れ
て
、
煩
悩

の
稠
林
の
な
い
こ
と
と
も

い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た

智
慧
の
完
成

の
境
地
で
あ
る
。
(佛
教
が
興
起
し
た
時
代

の
諸
宗
教
が
理
想
の
境
地
を

ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
と
よ
ん
で
い
た
の
で
、
佛
教
は
そ
れ
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
)

こ
れ
に
有
余
浬
桀
と
無
余
浬
桀
の
二
種

が
あ
る
。
有
余
浬
桀
と
は
、
心

の
束
縛
か
ら
離
れ
て
は
い
る
が
、
な
お
身
体
を
有
し
て
い
る
状
態
。
無
余
浬
葉
と
は
、
身
体

の
死
に
よ

っ
て
、
身
心
と
も
に
束
縛
を
脱
し
た
状
態
。
(最
初
期

の
佛
教
で
は
、
こ
の
よ
う
な
区
別
を
立
て
な
か

っ
た
が
、
あ
る
時
期
以
後
、
こ
の
二
種
を
想
定
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
)
安
ら
ぎ
。
永
遠
の
平
安
、

一
切
の
迷

い
か
ら
脱
し
た
境
地
。
絶
対

の
静
寂
。
心

の
安
ら
ぎ
。
(迷

い
か
ら
離
れ
た
)
理
想

の
境
地
。
迷

い
の
消

(27
)

え
た
状
態
。
静
け
さ
。
す
が
す
が
し
さ
。
さ
と
り
。
究
極
の
さ
と
り
。
さ
と
り
の
領
域
。
さ
と
り
の
境
地
。
さ
と
り

の
世
界
。
輪
廻
に
対
す
る
。
ま
た
死
去
の
意
。」

と
さ
れ
る
。

コ

切
衆
行
空
」

・

コ

切
衆
行
我

」

・

「
諸
法
無
我
」
は
、
流
動
的
な
佛
教
的
世
界
観

の
空
間
的
側
面
を
、
「
諸
行
無
常
」
は
時
間
的
側
面
を
表
明
す
る
も

の

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
世
界
が

「因
縁
」

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。

(28
)

「
[五
悪

の
]
生
滅
を
観
な

い
で
、
た
と
え
百
年
生
き
る
よ
り
も
、
[五
葱
の
]
生
滅
を
観
な
が
ら

一
日
生
き
る
方
が
、
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
。
(m
)

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口

(35)
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こ
の
頒
偶
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な

因
縁
諦
が
残
さ
れ
て
い
る
。

サ
ヴ

ァ
テ
ィ

(Q。
鋤
く
讐
亘

の
町
に
裕

福
な
商
人
が

い
た
。
こ
の
夫
婦
に
は
息
子
と
娘
が
い
た
。
娘
は
深
窓
の
令
嬢
と
し
て
手
厚
く
育
て
ら
れ
、
夫
婦
は
娘
が
年

頃
に
な
る
と
彼
女
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
青
年
と
の
婚
約
を
し
、
結
婚

の
日
取
り
も
決
め
て
い
た
。
結
婚
式
が
間
近
に
迫

っ
た
あ
る
日
、
娘
は
下
僕
と
駆
け
落

ち
し
て
し
ま

っ
た
。
若
夫
婦
は
、
と
あ
る
村
に
居
を
定
め
、
農
耕
に
よ
り
、
穏
や
か
な
生
活
を
し
た
。
や
が
て
妻
は
懐
妊
し
、
出
産

の
時
が
近
づ

い
て
き
た
。
夫

の

反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妻
は

「実
家

で
出
産
す
る
」
決
意
を
し
、
夫

の
留
守
を
見
計
ら

っ
て
実
家

へ
と
向
か

っ
た
。
そ
の
こ
と
を
知

っ
た
夫
は
、
妻
の
後
を
追
い
、

妻
は
そ
の
途
上
で
長
男
を
出
産
し
た
。
息
子
が
誕
生
す
る
と
、
夫
婦
は
村

に
戻

っ
て
、
再
び
安
穏
な
生
活
を
続
け
た
。
妻
は
、
再
度
妊
娠
し
、
出
産
の
時
が
近
づ
い

て
き
た
。
妻
は
夫

の
反
対
す
る
の
に
耳
を
傾
け
ず
、
夫

の
留
守
中
に
長
男
を
連
れ
て
実
家

へ
と
向
か

っ
た
。
帰
宅
し
た
夫
は
、
妻

の
後
を
追

っ
た
。
夫
が
妻
に
追

い

つ
い
た
時
に
、
妻
は
陣
痛
に
見
舞
わ
れ

て
い
た
。
前
回
と
は
違

っ
て
、
天
候
は
急
速
に
変
化
し
た
。
暴
風
雨
が
彼
ら
を
襲

っ
た
の
で
あ
る
。
雨
風
を
凌
ぐ
た
め
に
、

夫
は
そ
の
材
料
と
な
る
も
の
を
探
し
回

っ
た
。
蟻
塚
の
傍
に
手
頃
な
灌
木
が
あ

っ
た
。
そ
れ
を
取
ろ
う
と
し
て
、
夫
は
毒
蛇
に
襲
わ
れ
、
絶
命
し
て
し
ま

っ
た
。
妻

は
苦
痛
に
悶
え
な
が
ら
も
、
次
男
を
産

み
落
と
し
た
。
妻
は
ど
れ
ほ
ど
待

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
に
待

っ
て
も
夫
は
姿
を
見
せ
な
か

っ
た
。
妻
は
長
男
に

「
お

父
さ
ん
は
私
た
ち
を
見
捨
て
た
の
よ
」

と
言

っ
た
。
夜
が
明
け
、
あ
た
り
が
明
る
く
な

っ
て
、
妻
は
変
わ
り
果
て
た
夫
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
仕
方
な
く
、

妻
は
次
男
を
背
負

い
、
長
男

の
手
を
引

い
て
実
家
に
向
か

っ
て
歩
み
始
め
た
。
道
す
が
ら
に
、
大
き
な
河
が
あ

っ
た
。
河
は
前
日
の
降
雨
で
増
水
し
て
い
た
。
体
力

の
衰
え
の
た
め
に
、
妻
は
三
人

一
緒
で
は
河
を
渡
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た
。
長
男
を
岸
に
残
し
て
、
次
男
を
背
に
彼
女
は
河
を
渡
り
始
め
た
。
進
ん
で
い
く

と
、
上
流
か
ら
頃
合

い
な
小
枝
が
流
れ

て
き
た
。
彼
女
は
考
え
た
。
小
枝
に
次
男
を
乗
せ
て
三
人
で
河
を
渡
ろ
う
、
と
。
次
男
を
小
枝

の
上
に
乗
せ
る
と
、
彼
女
は

長
男
を
呼
ぼ
う
と
し
た
。
そ
の
時
、
鷹

が
舞

い
降
り
て
き
て
次
男
を
掴
ま
え
て
天
空
高
く
舞

い
上
が

っ
て
い
っ
た
。
彼
女
は
悲
鳴
を
挙
げ
た
。
長
男
は
そ
の
悲
鳴
を

母
の
自
分
を
呼
ぶ
声
を
勘
違

い
し
た
。
速

い
流
れ
に
足
を
取
ら
れ
て
長
男
は
姿
を
消
し
て
し
ま

っ
た
。
ほ
ん
の

一
瞬
の
問
に
彼
女
は
愛
す
る
二
人
の
息
子
を
失

っ
て

し
ま

っ
た
。
我
に
か
え
る
と
、
彼
女
は
河
を
渡
り
終
え
て
い
た
。
と
ぼ
と
ぼ
と
歩

い
て
い
る
う
ち
に
、
サ
ヴ
ァ
テ
ィ
か
ら
来
た
男
と
出
合

っ
た
。
彼
女
は
男
に
両
親

の
こ
と
を
尋
ね
た
。
男
は
口
ご
も
り
な

が
ら
、
昨
夜
の
嵐

で
、
彼
女

の
両
親
、
兄
の
三
人
は
、
邸
が
崩
壊
し
て
息
絶
え
た
と
話
し
た
。
彼
女
は
狂
乱
し
、
衣
服
を
か

な
ぐ
り
す
て
、
真

っ
裸

で
、
泣
き
喚
き

、
さ
迷

い
歩
い
た
。
「
ふ
た
り
の
息
子
は
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
愛
す
る
夫
も
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
父
も
母
も
兄
も
逝

っ
て
し

ま

っ
た
。
」
と
ぶ
つ
ぶ

つ
言

い
な
が
ら
歩
く
姿
を
見
て
往
来
の
者
は
怪
詩
に
思

い
、
あ
る
者
は

「
こ
の
気
違

い
女
」
と
罵
声
を
浴
び
せ
、
中
に
は
石
や
汚
物
を
投
げ

(36)



つ
け
る
者
さ
え

い
た
。
彼
女
は
い
つ
の
間
に
か
、
佛
陀
の
お
ら
れ
る
ジ

ェ
ダ
ヴ

ァ
ナ

(冨
辞薯
9
8
)
僧
院
の
傍
ま
で
来
て
い
た
。
そ
の
時
、
師

(11
佛
陀
)
は
信
者

に
説
法
を
し
て
お
ら
れ
た
。
神
通
力
で
彼
女
の
存
在
を
認
め
た
佛
陀
は

「す
ぐ
僧
院
の
な
か
に
入
る
よ
う

に
」
と

テ
レ
パ
シ
ー
を
送
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
彼
女

は
僧
院
に
入
り
師
に
近
づ
こ
う
と
し
た
。
信
者
は
彼
女
を
追

い
払
お
う
と
し
た
が
、
師
は

「
こ
の
者
を
追

い
払

っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
制
し
て
、
彼
女
に
や
さ
し
い
言

葉
を
か
け
た
。
師
の
顔
を
じ

っ
と
見

つ
め
て
い
た
彼
女
は
、
や
が
て
正
気
を
取
り
戻
し
自
分
が
真

っ
裸
で
い
る
こ
と
に
気
づ
き
恥
ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
そ
の
場
に
う

ず
く
ま

っ
た
。
あ
る
信
者
は
そ
の
上
着
を
彼
女
に
与
え
、
そ
れ
を
纏

っ
た
彼
女
は
師

の
足
元
に
寄
り
、
五
体
倒
置
を
し
て

「尊
者
よ
、
お
願

い
で
す
。
お
助
け
下
さ

い
。
次
男
は
鷹
に
撰
わ
れ
、
長
男
は
流
れ
に
湊
わ
れ
、
夫
は
毒
蛇
に
命
を
奪
わ
れ
、
嵐
で

(頼
り
す
が
ろ
う
と
し
た
)
父

・
母

・
兄
ま
で
亡
く
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て
い
っ
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
?
」
「
パ
タ
ー
チ
ャ
ー
ラ
よ
、
安
心
す
る
が

い
い
。
何
も
怖
れ
る
こ
と
は
な
い
。
今
、
そ
な
た
の
前
に
は
心

の
よ
り
所
を
示
し
て
く
れ
る
師
が
い
る
。
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
「
パ
タ
ー
チ
ャ
ー
ラ
よ
、
そ
な
た
は
ご
く
短
期
間
の
う
ち
に
夫
も
息
子
も
、
ま
た
父
も
母
も
兄
も

失

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
嘆
き
悲
し
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
そ
な
た

の
よ
う
に
家
族
を
亡
く
し
嘆
き
悲
し
む
者
の
涙
の
量
は
、
こ
の
限
り
な
く
続
く
輪
廻

の
世
界
で

四

つ
の
大
海
の
水
よ
り
も
多

い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
な
た
も
や
が
て
寿
命
が

つ
き
て
あ
の
世
に
行
く
者
な

の
だ
。
…
…
心
の
よ
り
所
を
な
く
し
た
と
怖
れ
る
こ
と
は
な

の

い
。

い
く
ら
そ
な
た
が
親
類
縁
者
に
多
大

の
期
待
を
か
け
て
救

い
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
、
輪
廻
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
手
段
と
は
な
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
賢

ω

者
は
自
分
の
身

・
口

・
意
を
浄
め
、
苦

し
み
の
原
因
で
あ
る
渇
愛
を
捨
断
し
て
、
浬
葉
に
導
く
道
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。」
と
説
き
明
か
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
更
に
、

　マ
マ
　

死
神
に
襲
わ
れ
て
い
る
人
に
は
、
子
供
た
ち
は
頼
り
に
な
ら
ず
、
た
と

へ
父
親
や
親
族
と
い
え
ど
も

[頼
り
に
]
な
ら
ず
、
友
人
縁
者

の
所
も
庇
護

[所
]
と

は
な
ら
ず
。

(882
)

こ
の
道
理
を
知
り
て
、
戒

[に
よ
り
]
制
御
す
る
賢
者
は
、
浬
葉
に
導
く
道
を
速
急
に
清
め
る
。

(㎜
)

と
も
、
説
き
明
か
し
た
。

こ
の
話
を
聞
い
て
、
彼
女
は

「諸
行
無
常
」
「諸
法
無
我
」

「浬
彙
寂
滅
」
と
い
う
佛
教
の
根
幹
的
見
解
に
つ
い
て
悟
り

へ
と
導
く
道

へ
踏
み
出
し
、
た
。
師

へ
入

門
を
請
い
、
師
は
尼
僧
の
僧
院
に
住
む
こ
と
を
認
め
、
彼
女
は
比
丘
尼
と
な

っ
た
。
彼
女

の
悟
り
は
次

の
よ
う
な

エ
ピ

ソ
ー
ド
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
日
、
比
丘
尼
パ
タ
ー
チ
ャ
ー
ラ
ー
足
を
洗

っ
た
水
を
三
回
に
分
け
て
地
面
に
ま

い
た
。
最
初

の
水
は
、
近
く
に
ま
き
、
次
の
は
そ
れ
よ
り
遠
く
に
ま
き
、
三

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口
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度
目
は
さ
ら
に
遠
く
に
ま
き
、
そ
れ
ぞ
れ
地
面
に
水
が
吸

い
込
ま
れ
て
消
え

て
い
く

の
を
見
て
、
「人
の
寿
命
も
、
最
初
に
ま

い
た
水

の
よ
う
に
、
幼
く
し
て
死
ぬ

者
、
次
に
壮
年
で
死
ぬ
者
、
そ
し
て
老
年

で
死
ぬ
者
が

い
る
。
」
と
人
生
の
無
常
を
悟

っ
た
。
そ

の
時
、
佛
陀
は
彼
女

の
悟
り
を
感
知
し
、
神
通
力
で
彼
女
の
前
に

現
わ
れ
る
と
、
「
パ
タ
ー
チ
ャ
ー
ラ
ー
よ
、
そ
な
た
は
こ
の
世
の
五
薙
の
生
滅
に
つ
い
て
悟
り
を
得
た
。
そ
こ
で
、
佛
陀
は
、
偶
類
で
、

[五
薙
の
]
生
滅
を
観
な

い
で
、
た
と
え
百
年
生
き
る
よ
り
も
、
[五
薙

の
]
生
滅
を
観
な
が
ら

一
日
生
き
る
方
が
、
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
。
(m
)

と
説
き
明
か
さ
れ
、
比
丘
尼
は
阿
羅
漢

果
を
得
た
の
で
あ
る
。
後
に
佛
陀
は
そ
の
真
摯
な
修
行
を
見
て
、
「パ
タ
ー
チ
ャ
ー
ラ
ー
こ
そ
比
丘
尼
な
中
で
戒
律
を
厳
守

(29
)

し
修
行

に
精
進
す
る
点
に
お
い
て
第

一
で
あ
る
。
」
と
称
賛
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

パ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ラ
ー
に
関
す
る
逸
話

が
い
さ
さ
か
長
く
な

っ
た
が
、
こ
の
頒
偶

(311
)
は
、
日
常
の
生
活
の
中
に
佛
教
的
世
界
観
の
浸
透
を
は
か
り
、
浬
葉

へ
と

導
く
実
践
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
偶
頒
は
、
五
薙
の
生
滅
を
観
察

す
る
こ
と
で
、
無
常

・
苦

・
我
を
智
慧
が
生
起
し
、
悟
り

へ
の
道
が
開
か
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
中
村
元
に
よ
れ
ば
、
五

葱
は
、
五
つ
の
集
ま
り
、
五
種

の
群
れ
、
の
意
。
葱

(同図
犀
】ρ簿昌
O
】ρ簿

口四
ω犀
簿昌
Oげ
帥)
は
積
み
集
め
ら
れ
た
も
の
、
ま
た
は
類
別
さ
れ
た
も
の
、
の
意
。
人
間
存
在

を
構
成
す
る
要
素
。
人
間
存
在
そ
の
も

の
の
あ
り
方
を
、
五
つ
の
面
か
ら
み
て
、
五
纏
を
立
て
る
。
わ
れ
わ
れ
の
存
在
を
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
五

つ
に
分
類

し
た
も

の
を

い
う
。
環
境
を
含
め
て
の
衆
生
の
身
心
を
五
種
に
分
析
し
た
も
の
。
色

・
受

・
想

・
行

・
識
の
五
つ
で
あ
る
。

(1
)
色

(團
『9

鋤)
は
物
質

一
飯
、

あ
る
い
は
身
体
。
身
体
お
よ
び
物
質
。
物
質
性
。

(2
)
受

(囮
く①
匿
鼠

)
は
感
受
作
用

の
こ
と
で
、
感
覚

・
単
純
感
情
を
い
う
。

(3
)
想

(囮

ω9且

麟

)
は
こ

こ
ろ
に
浮
か
ぶ
像
で
、
表
象
作
用
の
こ
と
。
(
4
)
行

(囮
ω9目
ω惹
邑

は
意
志
、
あ
る
い
は
衝
動
的
欲
求
に
当
た
る
べ
き
作
用
の
こ
と
。
潜
在
的
形
成
力
。
受

・

想
以
外

の
心
作
用

一
般
を

い
う
と
も
解

さ
れ
る

・

(
5
)
識

(囮
く
言

帥
8
)
は
認
識
作
用
。
識
別
作
用
。
区
別
し
て
知

る
こ
と
。
ま
た
意
識
そ
の
も

の
を

い
う
。

心
作
用
全
般
を
総
括
す
る
心
の
活
動
。
大
ま
か
に
い
う
と
、
物
質
性

・
感
覚

・
表
象

・
意
志
的
形
成
力

・
認
識
作
用
の
五
つ
と
で
も

い
っ
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
。
色

は
身
体
で
あ
り
、
受
以
下
は
心
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
身
心
を
い
う
。
わ
れ
ら
の
個
人
存
在
は
、
物
質
面

(色
)
と
精
神
面

(他
四
つ
)
と
か
ら
な
り
、

(
30
)

こ
の
五
つ
の
集
ま
り
以
外
に
独
立
の
我
は
な

い
と
考
え
る
。
等
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
偶
頒
は

(31

)

若
人
壽
百
歳

不
知
成
敗
事

不
如
生

一
日

見
微
知
所
忌

と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

「
五
薙

の
生
滅
」
が

「成
敗
事
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
パ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ラ
ー
の
逸
話
は
、
教
導

の

一
つ
の
姿
を
示
し
て

(38)



い
る
も
の
で
あ
る
。
師
が
狂
人
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
彼
女
を
観
て
、
狂
乱

の
原
因
を
察
知
し
、
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
、
彼
女
を
正
気
に
戻
ら
せ
、
彼
女
の
状
態
が
、

特
殊
な
も
の
で
は
な

い
と
諭
し
、
偶
を
示
し
て
、
彼
女
に
思
索
を
促
し
て
い
る
。
打
ち
水
の
地
面

へ
の
浸
透
を
契
機
に

「
人
生
の
無
常
」
を
悟
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

こ
の
逸
話
に
示
さ
れ
る
瞑
想
の
課
題
の
提
示
と
修
行
者
の
思
索

の
集
中
と
思
考
の
尖
鋭
化
と
深
化
を
促
す
坐
禅
に
課
さ
れ
る

「公
案
」
を
師

(
11
佛
陀
)
の
瞑
想

へ

の
援
助
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
「公
案
」
は
、
「①
公
府

の
案
憤
の
略
。
政
府
の
確
定
し
た
法
律
案
で
あ

っ
て
、
民

の
遵
守
す
べ
き
も
の
。
②
転
じ
て
、

禅
宗
で
、
万
人
の
よ
る
べ
き
至
理
を
表
示
す
る
も
の
の
意
に
用

い
、
具
体
的
に
は
祖
師
の
こ
と
ば

・
言
句

・
問
答
な
ど
を
さ
す
。
禅

の
課
題
。
祖
師
が
修
業
者
を
導

い
た
手
本
を
書
き
記
し
た
も
の
。
仏
道
参
学
者

の
手
引
き
と
す
る
。
因
縁
話
題
と
も
い
う
。
禅
宗
で
は
す
ぐ
れ
た
禅
者

の
こ
と
ば
や
動
作
な
ど
を
記
し
て
、
こ
れ
を

坐
禅
し
よ
う
と
す
る
者
に
示
し
、
考
え

る
対
象
ま
た
は
手
が
か
り
と
さ
せ
た
。
特
に
臨
済
禅
で
参
禅
者
に
参
究
テ
ー
マ
と
し
て
授
け
た
。
…
…
③
転
じ
て
、
特
に
日

(32

)

本
の
曹
洞
禅
で
は
、
山
川
草
木

・
飛
花
落
葉
な
ど

の
も
ろ
も
ろ
の
自
然
現
象
も
、
修
行
者
に
佛
教
の
真
理
を
教
え
示
し
て
い
る
公
案

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。」
と

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
逸
話
に
も
、
瞑
想
の
課
題
と
し
て
の
偶
類
の
提
起
と
修
行
者

の
思
索
の
深
化
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

☆

ω

教
学

の
姿
と
し
て
、

一
つ
の
文
書
を
参
照
し
て
み
よ
う
。
日
露
戦
争
が
勃
発
し
た

一
九
〇
四
年
に
発
行
さ
れ
た
常
盤
大
定
の

「佛
陀
之
聖
訓
」
は
、
そ
の

一
章
を

ω

教
学
に
あ
て
、
教
、
聞
、
学
、
知
の
四
節

で
構
成
し
て
い
る
。
聞
、
知
の
二
節

で
は

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
」

の
章
句
が
、
聞
、
学
、
知
の
三
節
で
は

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
」
と

関
連

の
深

い

「出
曜
経
」

の
章
句
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。

佛
の
た
ま
わ
く
、
世

の
良
讐
の
病

を
知
り
、
藥
を
識
る
に
四
種
あ
り
。
若
し
之
を
具
足
せ
ば
名
讐
と
爲
す
。

一
に
は
、
病
相
を
識
り
て
、
之
に
鷹
ず
る
藥
を
用
ふ
。

二
に
は
、
病

の
起
る
源
を
知
り
、
之
に
随
て
藥
を
用
ふ
。

三
に
は
、
巳
に
生
ぜ
る
病
を
治
し

て
、
之
を
去
る
。

四
に
は
、
病
根
を
断
除
し
て
、
後

に
復
生
ぜ
ざ
ら
し
む
。

(33

)

如
來
の
出
現
せ
る
、
亦
四
種

の
法
藥
を
宣
説
す
。

何
等
か
四
な
る
。
四
諦
是
な
り
。

教
の
節

の
冒
頭

に
掲
げ
ら
れ
た
聖
訓

で
あ
る
。
「応
病
与
薬
」
を
病
相
、
病
原
、
病
状
、
病
根
の
四

つ
を
知
り
、
そ
れ

へ
の
対
処
を
薬

・
治
療

に
求
め
て
い
る
。

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口



大
手
前
大
学
論
集

第
10
号

(
2
0
0
9
)

こ

れ

に

対

応

す

る

「
法

薬

」

が

「
四

諦

」

で

あ

る
。

「
四
諦

」

と

同

義

で

あ

る

「
四

聖

諦

」

(
四
諦

は

す

ぐ

れ

た

神

聖

な

も

の

で

あ

る

か

ら

聖

く
囮

ぎ

巻

団

巴

饗

V

と

い
う

字

を

つ
け

る

。

諦

〈
囮

ω
鉾
旨

圃

ω
p
o
o
p
>

と

は

真

理

・
真

実

と

い
う

こ

と

で

あ

る

。
)

は

「
人

生

問

題

と

そ

の
解

決

法

に

つ

い
て

の

四

つ

の
真

理

と

い
う

意

。

す

な

わ

ち

、

苦

諦

(而
凶
自
=
犀
ゴ
9
-ω
9
再

①
)

・
集

諦

(惹
巳
α
鎚

9
-ω
鉾
昌

9
)

・
滅

諦

(巳
『o
穿

9
-ω
鉾
昌

9
)

・
道

諦

(巳
鋤
薦

①
-ω
9
再

9
)

の

こ
と

で

あ

る

。

(
1
)

苦

諦
。
こ
の
世
は
苦

で
あ
る
と

い
う
事
実

。
(2
)
集
諦
。
苦

の
原
因
が
煩
悩

・
妄
執

で
あ
る
と

い
う
事
実
。
(3
)
滅
諦
。
苦

の
原
因
の
滅
と
い
う
事
実
。
す
な
わ
ち

無
常
の
世
を
超
え
、
執
着
を
断

つ
こ
と
が
苦
し
み
を
滅
し
た
さ
と
り
の
境
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

(4
)
道
諦
。
さ
と
り
に
導
く
実
践
と

い
う
事
実
。
す
な
わ
ち

(34

)

理
想

の
境
地
に
至
る
た
め
に
は
、
八
正
道
の
正
し
い
修
行
方
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
と
さ
れ
、
理
想
の
境
地

へ
道
を
明
示
し
、
そ
の
実
践
法
を
も
示

す

の
で
あ
る
。

常
磐
が
聞
の
節

で
引
用
し
て
い
る
の
は

(
35
)

多
聞
令
志
明

已
明
智
慧
増

智
則
博
解
義

見
義
行
法
安
(
36
)

矧
離

謄
襯厩

鱒
灘

獅
羅

剛

と

い
う
三
つ
の
偶
頒

で
あ
る
。
い
ず
れ
も

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』

に
は
な
く
、
漢
訳

「法
句
経
」

(「多
聞
品
」)
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
第

一
の
偶
頒

は

「多
く
の
事
を
聞
く
こ
と
に
よ

っ
て
意
志
が
明
確
に
な
り
、
志
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
義
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
義
を
知
れ
ば
法
を
行
う
事
も
容
易

に
な
る
。」
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
多
聞

↓
志
↓
義
↓
法
の
実
践
と
説
き
進
め
て
い
る
。
第
二
の
も

の
は

「聞
く
こ
と
で
、
法
を
知
り
、
正
を
認
識
し
、
非
法
を
捨

て
る
こ
と
で
不
死
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
す
る
の
で
あ
り
、
理
想
の
境
地

へ
と
到
達
す
る
た
め
に
、
聞
↓
知
法
↓
正

の
認
識
↓
法
の
実
践
を
示
し
、

第
三
の
も
の
は

「知

っ
た
か
ぶ
り
」
を

戒
め
る
も

の
で
あ
り
、
多
少
の
知
識
は
自
分
に
も
ま
し
て
や
他
人
に
も
、
行
動
の
指
針
を
与
え
る
も
の
と
は
な
ら
な

い
。
こ

の
三
つ
の
聞
に
冠
す
る
偶
頒
は
法
の
実

践
を
導
く
も
の
な

い
し
は
行
動

へ
の
確
固
た
る
指
針
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
実
践

へ
の
智
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
学
に

関
し
て
は
、
『出
曜
経
』
の
以
下
の
偶
頒
を
挙
げ
て
い
る
。(38
)

錐
諦
千
章

不
義
何
益

寧
解

一
句

聞
可
得
道

(出
曜
経

巻
第
二
十
二

廣
義
品
)

(39

)

難
復
壽
百
歳

不
知
生
滅
事

不
如

一
日
中

暁
了
生
滅
事

(出
曜
経

巻
第
二
十
二

廣
義
品
)



(40

)

愚
諦
千
章

不
解

一
句

智
解

一
句

即
解
百
義

(出
曜
経

巻
第
十
九

華
品
)

(41

)

智
者
尋

一
句

演
出
百
種
義

愚
者
訥
千
句

不
解

一
句
義

(出
曜
経

巻
第
二
十
二

親
品
)

い
ず
れ
も

「調
」
と

「義
」
と
を
対

照
さ
せ
、
「訥
」

の
み
で
は
無
意
味
で
あ
り
、
「義
」
を
解
す
る
こ
と
で

「行
動
の
指
針
」
や

「法
」
を
正
し
く
認
識
し
、
実

践
す
る
こ
と

へ
つ
な
が
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
知
に
つ
い
て
は
、
『ダ
ン
マ
パ
ダ
』

の

(42
)

治
水
者
は
水
を
計
画
的
に
導
く
、
矢
作
り
は
矢
を
曲
げ
る
。
大
工
は
木
を
曲
げ
る
、
賢
者
は
自
己
を
制
御
す
る
。
(80
)

(43
)

一
つ
の
堅

い
岩
山
が
風
に
動
か
さ
れ
な
い
如
く
、
賢
者
は
非
難
や
賞
賛
に
動
じ
な

い
。
(81
)

両
偶
頗
と
も
自
己
制
御
な
い
し
、
自

己
の
確
立
を
強
く
説
く
も
の
で
あ
り
、
自
己
を
正
し
く
と
ら
え
、
他
者
に
左
右
さ
れ
な
い
自
己

の
確
立
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
関
す
る
因
縁
諌
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。

パ
ン
デ
ィ
タ
は
七
歳

の
誕
生
日
に
、
「長
老
サ
ー
リ
プ
ッ
タ

(ω
騨
号
自
9

11
舎
利
弗
)
の
下
で
僧
に
な
り
た
い
。」
と
母
親
に
頼
ん
だ
。
母
親
は
、
子
ど
も
の
意
志

を
妨
げ
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
、
長
老
サ
ー
リ
プ

ッ
タ
を
家
に
招
待
し
食
事
を
提
供
し
た
後
、
息
子
が
あ
な
た
の
下
で
仏
門
に
入
り
た
い
と
申
し
て
お
り
ま
す

の

で
、
今
晩
彼
を
僧
院
に
連
れ
て
ま

い
り
た

い
と
伝
え
、
そ
の
晩
、
息
子

の
入
門
の
許
可
を
請
う
た
。
長
老
は
、
仏
道
修
行

の
困
難
を
諭
し
た
後
に
、
彼
の
意
志
を
確

認
し
た
。
息
子
の
意
志
が
堅
固
で
あ
る
と
認
め
た
長
老
は
入
門
を
許
可
し
て
、
戒
律
を
教
え
た
。
入
門
後
、
八
日
目
に
長
老
は
、
パ
ン
デ
ィ
ッ
タ
の
み
を
連
れ
て
村

に
托
鉢
に
出
か
け
た
。
と
い
う
の
は
、
長
老
が
僧
院
中
を
掃
除

・
整
頓
を
点
検
し
、
僧
院
を
修
行

の
場
所
と
し
て
き
ち
ん
と
整
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
村
に
出
る

と
、
パ
ン
デ
ィ
タ
は
初
め
て
見
る
も
の

へ
長
老
に
尋
ね
た
。
水
師
が
掘

っ
た
溝
を
何
で
あ
り
、
何
の
目
的
で
そ
う
し
て
い
る
の
か
?
を
尋
ね
、
弓
師
の
矢
作
り
の
作

業
を
見
て
、
矢
を
真

っ
直
ぐ
に
整
え
る
の
は
何
の
た
め
な
の
か
、
な
ど
を
尋
ね
、
車
大
工
の
所
で
は
、
何
を
し
て
い
る
か
を
尋
ね
、
車
の
部
品
の
製
作
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
こ
う
し
た
労
働

の
姿
を
見
て
、

パ
ン
デ
ィ
タ
は
、
「理
性
を
も
た
な
い
も

の
を
き
ち
ん
と
整
え
、
人
間
に
役
立

つ
よ
う
に
う
ま
く
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
の

に
、
理
性
を
も

つ
自
分
自
身
を

の
理
性

を
統
御
し
、
人
間
と
し
て
の
完
成
の
た
め
に
誰
も
が
精
進
し
な

い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
?
」
と
自
問
し
、
思
索
し
始
め
た
。

同
行
し
、
パ
ン
デ
ィ
タ
の
行
動
の

一
部
始
終
を
見
て
い
た
長
老
は
、
自
分
の
部
屋
の
鍵
を
与
え
て
、
部
屋
に
居
る
よ
う
に
命
じ
た
。
新
入
門
者
は
長
老

の
命
ず
る
通

り
長
老
の
部
屋
に
入
り
、
そ
こ
で
坐
し
、
思
索
し
て
い
た
。
師

(11
仏
陀
)
は
、
そ
の
日
の
早
朝
に
朝
食
を
取
り
、
新
入
門
者
パ
ン
デ
ィ
タ
が
不
還
果
を
得
た
こ
と

を
感
知
し
、
こ
の
ま
ま
瞑
想
を
続
け
れ
ば
阿
羅
漢
果
を
達
成
で
き
る
と
感
知
し
、
長
老
が
部
屋
に
新
入
門
者
の
た
め
に
食
物
を
運
ぶ
前
に
、
神
通
力

で
部
屋
に
駆
け

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口

(41)
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つ
け
、
長
老
が
新
入
門
者

の
思
索
を
妨

害
し
な

い
よ
う

に
し
た
。
師
が
長
老

の
部
屋
に
到
着
し
よ
う
と
す
る
時
に
、
長
老
は
信
者
か
ら
布
施
と
し
て
与
え
ら
れ
た
食

物
を
携
え
て
い
た
。
師
は
、
時
間
稼
ぎ

の
た
め
に
、
長
老
と
問
答
し
た
。
問
答
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
間
に
、
新
入
門
者
は
、
更
な
る
高
位

の
悟
り
で
あ
る
阿
羅
漢
果

(
44
)

に

到

達

し

て

い
た

。

小

柄

な

比

丘

ラ

ク

ン

タ

カ

バ

テ

ィ

ヤ

(】U餌
犀
β
⇒
け簿
吋
鋤
】W
げ
簿
〇
一気
帥
)

は

、

常

日

頃

仲

間

の
比

丘

た

ち

に

、

耳

や

鼻

を

つ
ね

ら

れ

、

か

ら

か

わ

れ

て

い
た

。

し

か

し

、

彼

は

決

し

て
怒

る

こ

ろ
が

な

か

っ
た

。

あ

る

日

、

比

丘

た

ち

が
彼

の
忍

耐

強

さ

を

話

題

に

し

て

い

た
時

、

師

(
11
仏

陀

)

は

、

阿

羅

漢

は
決

し

て
怒

る

こ

と

は

な

く

、

(45

)

口
汚
く
罵
る
こ
と
は
な

い
。
ま
た
お
だ

て
や
調
子
の
よ
い
言
葉
に
の
る
こ
と
も
な
い
。」
と
語
ら
れ
て
偶
類
を
示
さ
れ
た
。

常
磐
の
求
め
る
教
学
は
、
宗
教
上

の
教
学
で
あ
る
。
教

・
聞

・
学

・
知
の
四
節
で
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
『佛
陀
之
聖
訓
』
の
巻
頭
に
は
、
「七
佛
通
誠
偶
」

(46

)

(
11

「ダ
ン
マ
パ
ダ
」
鵬
)
、
「ダ
ン
マ
パ

ダ
」

5

「大
般
浬
彙
経
」
か
ら
引
用
さ
れ
た

「雪
上
偶
」
の
英
訳
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
偶
頒
は
、
佛
教

の
根

本
思
想
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
内
、
「七
佛
通
誠
偶
」
は
前
稿

で
考
察
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
佛
教
の
平
和
主
義
思
想
を
示
す

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
」
の
偶

頒
を
考
察
す
る
。

勿

こ
の
世
に
お
い
て
実
に
怨
み
は
怨

み
に
よ

っ
て
決
し
て
静
ま
る
こ
と
は
な

い
。
怨
み
を
持
た
な
い
こ
と
こ
そ
静
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
昔
か
ら

[変
わ
ら
ぬ
]

q

(47

)

真
理
で
あ
る
。

(5
)

静
穏
な

い
し
は
平
和
を
心
に
起
因
す

る
も
の
と
捉
え
る
こ
の
偶
頒
の
思
想
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
確
立
さ
れ
た

「
ユ
ネ
ス
コ
」
の
憲
章

の
前
文
の

(48
)

爵

鉾
ωぎ
8

毛
霞
ω
ぴ
罐
ぎ
ぎ
9
①
目
ぎ
房

oh
巳
8
㍉
二
ω
ぎ
夢
①
巳
一昌
自
ω
Oh
目
8

夢
鉾
9
①
α
①け
昌
8
ω
o
h
b
$
8

日
霧
叶
び
①
8
昌
ωq
琴
叶巴
旧

と
共
通
す
る
も

の
が
あ
る
。

こ
の
偶
頒
の
因
縁
諜
は
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

あ
る
農
家
の
息
子
は
父
親
が
死
亡
し
た
後
に
も
、

一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
仕
事

に
精
を
だ
し
、
残
さ
れ
た
母
親

の
面
倒
を
よ
く
み
て
家
庭
を
支
え
て
い
た
。
母
親

は
息
子
に
結
婚
す
る
よ
う
勧
め
た
。
し
か
し
、
息
子
は
、
母
親
と
の
安
穏
な
生
活
に
満
足
し
て
い
た
の
で
、
結
婚
し
よ
う
と
す
る
素
振
り
を
示
さ
な
か

っ
た
。
母
親

は
、
息
子
の
将
来
を
心
配
し
て
、
村

々
を
歩
き
ま
わ
り
、
や

っ
と
の
こ
と
で
、
息
子

の
結
婚
相
手

の
と
な
る
娘
を
見

つ
け
出
し
て
、
二
人
を
結
婚
さ
せ
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
嫁
は
不
妊
症

で
あ
る
こ
と
が

わ
か

っ
た
。
息
子
に
跡
継
ぎ
が
で
き
な
い
こ
と
を
心
配
し
た
母
親
は
、
健
康
な
若

い
娘
と

の
再
婚
を
息
子
に
勧
め
た
が
、



「妻
に
満
足
し
て
い
る
」
と
し
て
母
親
の

い
う
再
婚
話
に
は
興
味
す
ら
示
さ
な
か

っ
た
。
し
か
し
妻
に
は
衝
撃
的
な
話
で
あ

っ
た
。
「夫
は
い
つ
の
日
に
か
母
親

の
勧

め
る
再
婚
に
同
意
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
な
れ
ば
私
は
新
し
い
嫁

の
下
で
召
使

の
よ
う
に
こ
き
使
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
そ
の
前
に
私
の
手
で
健
康
で
若

い

娘
を
探
し
出
し
て
夫
の
新
し
い
妻
に
し
よ
う
。
と
考
え
た
彼
女
は
村
々
を
歩
き
回
り
、
若
い
健
康
な
娘
を
見

つ
け
て
家
に
連
れ
帰

っ
た
。
新
し

い
嫁
は
す
ぐ
に
妊
娠

し
、
夫
も
大
層
喜
ん
だ
。
前
妻
の
方
は
、
日
が
経

つ
に
し
た
が

っ
て
新
妻
に
対
す
る
嫉
妬
心
が
増
大
す
る
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
あ
る
日
、
嫉
妬
に
狂

っ
た
前
妻
は
新

妻
の
食
事
に
こ
っ
そ
り
堕
胎
薬
を
入
れ
、
新
妻
は
流
産
し
て
し
ま

っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
新
妻
は
再
度
妊
娠
し
た
。
前
妻
は
前
回
と
同
じ
よ
う
に
新
妻

の
食
事
に

堕
胎
薬
を
入
れ
、
再
度
、
流
産
さ
せ
た
。
新
妻
は
や
が
て
三
回
目

の
妊
娠
を
し
、
前
妻
は
前

の
二
回
の
妊
娠
と
同
様
に
、
新
妻

の
食
事
に
堕
胎
薬
を
入
れ
、
流
産
さ

せ
た
。
今
度
は
、
胎
児
ば
か
り
で
な
く

、
新
妻

の
容
態
に
も
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
り
、
瀕
死
の
重
態

の
中

で
新
妻
は
前
妻

の
悪
行
を
知
り
復
讐
を
誓

っ
て
こ
の
世
を

去

っ
た
。
前
妻
も
彼
女
の
悪
行
を
知

っ
た
夫
に
激
し
く
殴
打
さ
れ
、
そ
れ
が
原
因
で
彼
女
も
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
新
妻
は
雌
猫
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
前
妻
は
雌
鶏
に

生
ま
れ
変
わ

っ
た
の
で
あ
る
。
新
妻

の
雌
猫
は
雌
鶏
が
卵
を
生
む
度
に
取
り
上
げ
て
食
べ
て
し
ま

っ
た
。
雌
鶏
は
自
分
が
生
ん
だ
卵
が
雌
猫
に
食
べ
ら
れ
る
度
に
悲

し
み
雌
猫

へ
の
復
雌言
を
誓

っ
た
。
両
者

は
や
が
て
寿
命
が
尽
き
、
雌
猫
は
雌
豹
に
、
雌
猫
は
雌
鹿
生
ま
れ
変
わ
り
、
今
度
は
雌
鹿
が
子
鹿
を
生
む
度
に
雌
豹
が
子
鹿

を
襲

っ
て
食

べ
る
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
仕
打
ち
に
雌
鹿
は
雌
豹
に
復
讐
を
誓
い
、
死
後
、
女
夜
叉
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
雌
豹
は
サ
ー
ヴ

ァ
チ
ィ
の
町
の
地
位
あ

る
家
の
娘
と
し
て
輪
廻
転
生
し
た
。
や
が
て
娘
は
結
婚
し
、
妊
娠
し
た
。
子
ど
も
を
主
産
す
る
と
女
夜
叉
が
襲

っ
て
食

べ
て
し
ま

っ
た
。
二
番
目
の
子
ど
も
も
ま
た

誕
生
後
間
も
な
く
女
夜
叉
に
襲
わ
れ
て
食
べ
ら
れ
た
し
ま

っ
た
。
三
番
目
の
子
ど
も
が
誕
生
し
た
時
、
彼
女
は

い
ち
早
く
女
夜
叉
を
察
知
し
、
赤

ん
坊
を
抱
き
か
か

え
て
佛
陀
の
お
ら
れ
る
僧
院
に
逃
げ
込

み
、
「尊
者
、
ど
う
か
こ
の
子
を
お
助
け
下
さ
い
。」
と
必
死
に
懇
願
し
、
佛
陀
の
足
元
に
、
嬰
児
を
置
い
た
。
女
夜
叉
は
嬰

児
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
僧
院
の
外
に
い
た
。
佛
陀
は
ア
ー
ナ
ン
ダ
に

「女
夜
叉
を
連
れ
て
来
る
よ
う
」
命
ぜ
ら
れ
た
。
佛
陀
は
女
夜
叉
に

「
互
い
に
復
讐
し

合

っ
て
ど
う
す
る
。

い
つ
ま
で
こ
の
よ
う
な
愚
行
を
繰
り
返
す
の
か
」
と
諌
め
ら
れ
、
「怨
み
を
持
た
な

い
こ
と
で
静
ま
る
」
と
教
え
ら
れ
た
。
こ
の
言
葉
で
女
夜

叉
は
悟
り
を
開

い
た
。
佛
陀
は
母
親
に

「
こ
の
児
を
女
夜
叉
に
渡
し
な
さ

い
。」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
驚
き
な
が
ら
も
母
親
は
わ
が
児
を
こ
わ
ご
わ
女
夜
叉
に
渡
し

た
。
女
夜
叉
は
児
を
優
し
く
抱
き
、
児

を
母
親
に
返
す
と
突
然
泣
き
始
め
た
の
で
あ
る
。
佛
陀
が
そ

の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
「人
間
の
児
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
?
」
と
答
え
た
。
佛
陀
は

「心
配
す
る
で
な

い
」
と
答
え
ら
れ
、
母
親
に

「こ

の
女
夜
叉
を
家
に
連
れ
て
帰
り
、
毎
日
食
事
を
与
え
な
さ
い
。
」
と
命
じ
た
。
母
親
は
女
夜
叉
を
連
れ
て
家
に
帰

っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
女
夜
叉
は

「多
量

の
雨

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口

(43)
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が
降
る
か
ら
」
と
か

「
日
照
り
が
続
く

か
ら
」
と
天
候
を
予
測
し
、
母
親

の
家
だ
け
が
災
害
に
遭
わ
ず
多
量
の
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
以
後
女
夜
叉
は
幸
福
に

(
49
)

生
き
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
。

こ
の
偶
頒
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
対
日
講
和
条
約

の
締
結
に
際
し
て
、
セ
イ

ロ
ン

(現
ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
)
代
表
ジ

ュ
ニ
ウ
ス

・
リ
チ

ャ
ー

(50

)

ド

・
ジ

ャ

ヤ

ワ

ル
ダ

ナ

(』
巨

冨
ω
困
o
げ
輿
島
旨
鎚
①
≦
母
自
Φ
昌
Φ

倉

㊤
O
①
～

ド
㊤
⑩
9

当

時

蔵

相

、

後

に

首

相

、

第

二

代

セ

イ

ロ

ン
大

統

領

)

が

対

日
賠

償

権

放

棄

の
演

説

に

引

用

も

さ

れ

て

い
る

。

(
51
)

常
磐
は

「佛
陀
訓
戒
の
大
要
を
學
げ

て
、
根
本
佛
教
の
何
た
る
や
を
示
さ
ん
が
爲
と
、
他
は
通
常
佛
教
に
基
く
教
謳
講
話
の
講
本
に
供
せ
ん
が
爲
」
と
の
二
つ
の

(52
)

目
的
で
、
「
最
古

の
佛
典
よ
り
、
世
出

世
雨
法
に
亙
り
、
尤
も
人
事
に
適
切
な
る
も

の
を
纂
輯
せ
る
な
り
。
…
…
此
書
に
載
す
る
は
、
根
本
佛
教
の
面
影

の
み
。」

と

の
編
集
方
針
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
三

つ
の
頗
偶
は
、
佛
教
思
想
の
根
幹
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

常
磐
が

「教
学
」
と
し
て
掲
げ
た
教

、
聞
、
学
、
知
は
、
概
ね
世
界
観
の
正
し

い
把
握

(認
識
)
、
社
会
的
事
象
の
把
握
、
佛
道
の
学
習
、
実
践
に
必
要
な
知
識

の
獲
得
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
こ
の

「
教
学
」
の
章

の
み
を
考
察

の
対
象
と
す
る
こ
と
は

「木
を
見
て
森
を
見
ず
」
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
。
全
十
章
の

一
部
を
考
察

の

し
た
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

q

本
稿
で
は
、
佛
教
に
お
け
る
四
法
印

が

「ダ
ン
マ
パ
ダ
」
の
中
で
ど
う

の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
、
こ
れ
ら
の
佛
教
の
根
幹
思
想
の
教
育

・

学
習
が
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
た
。
佛
陀
の
指
導
の
中
に
は
、
弟
子
の
瞑
想
を
重
視
し
、
瞑
想
を
通
じ
て

「悟
り
」
が
得
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
佛
陀
は
、
漠
然
と
し
た
瞑
想

を
重
視
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
因
縁
潭
に
示
さ
れ
た
瞑
想
の
奨
励
は
、
明
確
な
課
題
を
与
え
て
の
瞑
想

・
思
索

で

あ
り
、
世
界
観

・
人
生
観

の
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
個
々
人
の
課
題
に
即
し
た
瞑
想

・
思
索
で
あ

っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

4321
口 口 口 口

註

『哲
学
事
典
』

平
凡
社

一
三
〇
八
頁
に
よ
る

(但
し

前
掲
書

一
五
二
八
頁

前
掲
書

一
一
八
七
頁

『岩
波

仏
教
辞
典
』
第
二
版

五
九
三
頁
に
よ
る

見
出
し
語
は

法
句
経
)
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(
8

)

(
9
)

前
掲

書

「中

世
文

学
と

仏
教

」

の
項
目

七

一
二
頁

鴨
長

明

は
鴨
御

祖
神

社

の
摂
社

、
河

合
社

の
彌

宜
職

に
任

用

さ
れ
ず

、
籠

居
遁

世
し

、

の
ち

に
出
家

し
、

法
名

を
蓮

胤
と
称

し

た
。

『方
丈

記
』

(岩

波
新

日
本

古
典

文

学
大
系

巻

三
九

『方

丈

記

徒

然

草
』

一
二
頁

校

注

は
佐
竹

昭
弘

)

佐
竹

は

「
ユ
ク
河

ノ
ナ
ガ

レ

ハ
、
絶

エ
ズ

シ

テ
」

へ

の
註

で

「
『
往
く

河

の
流

れ
は
瞬

時

も
留

る

こ
と

な
く
』
。

「
河

の
駿

流

(
し
る
)

し

て
、
往

き

て
返

ら
ざ

る
如

く

、
人
命

も
是

の
如
く

、
逝

く
者

は
還

ら
ず

」

(如

河
駿

流

往

而

不
返

人
命

如

是

逝
者

不

還

法
句

経

・
無

常

品
)

に
拠

る
。

「
ユ
ク

水
」

と

い
わ

ず

、

用
例

の
稀

な

「
ユ
ク
河
」

の
語
を

用

い
て

い
る

と

こ
ろ

か
ら

、

法
句

経

に
依

拠

し
た

と
推

測
す

る
。
」

同
じ

箇
所

へ
の
註

と

し

て
、
市

古
貞

次

は
、

諸

説

が
あ

る
と

し
た

う
え

で
、
参

考
資

料

と

し

て

『十

訓
抄

』

の

一
部

を
し

め

し

て

い
る
。

そ

こ
で
は

「
方
丈

記
と

て
か
な

に

て
書

置
物

を

み
れ

ば
、
始

の
詞

に
、

行

河

の
な

が

れ
は
絶

え
ず

し

て
、

し
か
も

も
と

の
水

に
あ

ら
ず

と

い
ふ
。

(文

選
)

川

閲
水

以
成

川
。
水

酒

々
而

日
度

。
世

閲

人
而
為

世

。
人

再

々
而
行

暮
と

云
文

を

か
け

る
よ

と
お

ぼ
え

て
、

い
と

哀

な
れ
。

然
而

彼
庵

に
も
、

…

…
と

の
註
を

し

て

い
る

。

「新

訂

方
丈

記
」

市
古

貞

次
校

注

岩
波

文
庫

)

九
頁

お
よ

び

一
五
〇

頁

勅

撰
和

歌
集

は

、
古

今
和

歌
集

以

下

二
十

一
の
勅

撰
和
歌

集

が
編
纂

さ
れ

て

い
る
。
千

載
和

歌
集

以

下

の
各

和

歌
集

に

は
繹

教

の
分

類

が
あ

る
が

、

こ

の
分

類

で
は
法

華

経

・
無

量
壽
経

・
阿
彌
陀

経

な
ど

は
盛

ん

に
詠
わ

れ

て

い
る
が
、
法

句
経

を

題
材

に
し

た
も

の
は

ほ
と

ん
ど
皆

無

で
あ

る
。

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

「
パ
ー

リ
語
仏

典

『ダ

ン

マ
パ
ダ
』
」

三

一
三

頁

中
村

元

の
訳

で
は

「
『
一
切

の
形

成

さ
れ

た
無
常

で
あ

る
』

(諸

行
無

常
)

と

明
ら

か
な

知
慧

を
も

っ
て
観

る
と
き

に
、

ひ
と
は

苦

し
み

か
ら
遠

ざ

か
り
離

れ

る
。

こ
れ

こ
そ

人

が
清

ら
か

に

ゆ

な

る
道

で
あ

る

。
」

(
中
村

元

訳

「
ブ

ッ
ダ

の
真
理

の
こ
と

ば

感

興

の
こ
と

ば
」

四

九
頁

)

と

さ
れ

、
友

松

圓
諦

の
訳

で
は

「
『
す

べ

て

の
行

は

無

常
な

り
』

但

と
、

か

く
ご

と
く

智

慧
も

て
知

ら

ば

彼

は

そ

の
苦

を

い
と
う

べ
し

こ

れ
清

浄

に
入

る

の
道

な

り
」

と

さ

れ
、

(友
松

圓

諦
訳

「
法
句

経

」

一
八

二
頁

)
と

さ

れ
、
宮

坂
宥

勝

の
訳

で
は

「
『構
成

さ

れ
た

あ

ら

ゆ
る
も

の
は
無

常

で
あ

る
』

と

、
智
慧

を

も

っ
て
見

る
と
き

に
は
、

も

ろ
も

ろ

の
苦
悩

を

厭
う

。

こ
れ

は
清

浄

へ
の
道

で
あ

る
。
」

(宮

坂
宥

勝

著

「
暮

ら
し

の
な

か

の
仏
教
箴

言
集

」

二
九

一
頁

)

と
な
り

、
片

山

一
良

は

「
あ

ら

ゆ

る
行

は

無

常

な

り

、
と

智

慧

を

も

っ
て
観

る
と

き

に

か
れ

は

苦

を

厭

い
離

れ

る

こ

れ
清

浄

に

い
た

る

道

な

り
」

と

訳

し

、

(片

山

一
良

著

「
『
ダ

ン

マ
パ

ダ
』
を

よ
む

下

二

二
七

頁
」
)

佐
藤

光
夫

は

「
『
一
切

の
形
式

は
無

常

で
あ

る
』
と

般
若

に
よ

っ
て
見

る
時

そ

の
時

に
苦

し

み
を

厭

い
離

れ

る
、

こ
れ

が
清

浄

に
な

る

た
め

の
道

で
あ

る
。
」

と
訳

し

て

い
る
。

(佐

藤
光

夫

訳
註

『新

現

代
語

訳

∪
=
≧
≦
ζ
≧
ぎ

〉

(ダ

ン

マ
パ

ダ

ー

原

始

仏

教

の
智

慧

1

』

一
四

三

頁

)

ま

た

、

ζ

霞

ζ

邑

興

は

、

、≧

汀

お

鉾
①
α
夢

冒
ひq
ω
O
臼
δ
げ
㌦
ゴ
Φ
≦
げ
巳

白

o
≦
ω
き

α

ω
①
Φ
ω
荘
一ω
ぴ
①
o
o
目

Φ
ω
冒

ω
ω
貯
①
冒

b
巴
昌
旧
荘
ゲ

尻

子

Φ
≦
鎚

8

冒
ξ

ξ

゜
と

訳

し

(..白

δ
自
o
ヨ

o
h
夢

①
じU
&

α
げ
餌
、.

誤

Φ

⊂
⇒
筈

ニ
ユ
ひq
①
ユ
∪
げ
9。
日
8
9。冨

ユ
9
.、
⇒

9。
旨
ω
一9。
8
ユ
p⇒
α
①
臼
8
α
ξ

,

ζ

輿

ζ

自

Φ
「
O
°G。
ら
)

口
9。
『
房
9

p
昌
脅

9
餐

貯
9
9

p
は

.づ

碧

ω
凶Φ
巨

輿
Φ
曽
=

8

日
O
o
ω
騨
①

叶げ
ぎ
ひq
ω
、.
旧
ゴ
①
芝
げ
o
O
①
「
o
①
凶く
①
ω
葺

Φ
時
三
げ

o
h
芸

す

ひq
卑
ω
虫
ω
ひq
目
卑
巴

三

葺

芸

す

芝
〇
二
α

o
h
ω
二
幣

「
ぎ
ひq
°
誤

尻

尻

葺

Φ
B

叶げ

8

づ
霞

凶信

(げ
ξ

"＼
＼
≦

ンミ

葺゚

①
o
ωo
。
凶Φ
蔓

o゚
薦

＼
冒

ω
巴

8

p
＼
爵

帥
巳

巳
帥
＼
α
匿

巳
-9

°巨
巳
)

よ

り

ダ

ウ

ン

ロ
ー

ド

と

さ

れ

、

世

界

仏

教

協

会

の
訳

は

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口
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(
14
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(
15
)

、.≧
一
8
&

三
8

Φ
⊆
葺
ぎ
ひq
ω
母
①
巨

覧
Φ
『ヨ
き
①
三
、ド
≦
げ
8

8

Φ
ω
①
①
ω
芸
δ
惹

荘

≦
房
自
o
β

o
口
Φ
件ξ
口
ω
磐

昌

⇒
o
日

ω
信
幣

『ぎ
噂

雷

δ
δ

芸
Φ
饗

夢

8

冒
信
『強
o
註

o
P

と
さ

れ
、

(げ
善

＼
＼
"
藝

ミ

b゚d
q
α
穿

9。
昌
①
9

Φ
榊書＼
①
-げ
9
窓
ぎ
ひq
＼
UU
&

ユ
庄
ω8
＼
穿

9。
日
日
巷

9。
量

算゚
8

以

下

UU
q
α
ユ
げ
き

2

と

略
称

。
訳

者

は
〉
畠

9。
Q
9。
Ud
鼠

穿

9。
箪
葵

巨
$

0
6
α
)

よ
り

ダ
ウ

ン

ロ
ー

ド
し

た
。
な

お

パ
ー

リ
語

の
原
文

は

ω
p
び
び
①
ω9
,厳
げ
91
酌

曽
巳
8
劉

碁
巻

鐡

冒

,
,
卿
網
p
冒
ω
ω
p
戸

〉
臣
鋤
巳
び
び
ぎ
0
9
鼠

α
爵

犀
げ
Φ
①
ω帥
日
帥
ひq
ひq
o
乱
ω
ニ
ユ
ユ
三
く
91
°で
あ

る
。

ウ

・
ヴ

ィ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

「
パ
ー

リ
語
仏

典

『ダ

ン

マ
パ
ダ
』
」

三

二

二
頁

閏
=
ひq
9

Φ
白
讐
ω
8

じd
霞
自
昌
ひq
餌
日
軌
、じu
=
ユ
α
三
ω
辞
雰

ひq
8

自
俄
、
<
o
H
件三
a

b
°嵩
0

8

℃o
津
O
μ
8

「大

正
新

脩

大
蔵

経
」

第

三
巻

六

八

二
頁

中
段

「出

曜

経
」

沙

門

品

(東
京

帝

國
大

學
文

科

大
学

印
度

哲
學

研

究
室

編

「
巴

利
語

漢
文

封

照
法
句

経

」

を
参

照

し

た
。
)

こ

の

一
節

に
関
し

て
、

岩
波

文
庫

の

「
平
家

物
語

」

は
注

で
、

次

の
よ
う

に
記

し

て

い
る
。

一

「
祇

園
」

は

「
祇
樹

給
孤

独

園
」

の
略

。
中

部
イ

ン
ド
、

コ
ー

サ

ラ
国

の
皇

子
ジ

ェ
ー

ダ

の
林

苑

を
富

豪

ス
ダ

ッ
タ
が
買

収

し
、

僧

院
を

建

て

て
釈

尊

に
寄

進

し
た

も

の
。

「
精
舎

」

は

「
精

進

の
堂
舎

」

の
意

。

そ

の
西

北
隅

に
無

常
堂

が

あ

り
、

収
容

さ

れ
た
病

僧

が
臨
終

を

迎
え

る
と

、

そ

の
四
隅

の
破

璃
と
白

銀

の
八

つ

の
鐘

が
自

然

に
鳴

っ
て
諸

行
無

常

の
偶

を
し

め

し
そ

の
苦
を

和

ら
げ

た
と

い
う

。

二

浬
葉

経

・
聖
行

品

に
見

え

る
偶

の

一
句

。

万
物

は
生

滅
流

転

し
、
常

住

不
変

で
は

な

い
、

の
意
。

三

「
沙

羅
」

は
梵

語

サ
ー

ラ

の
音

訳

で
、

日
陰

を

つ
く

る
大
樹

の

ω

意

。

ク
シ

ナ
ガ

ラ

の
郊

外

に
あ
り

、
釈

迦

が
入

滅

し
た
時

に
白

い
花
を

咲
か

せ
た

と

い
う

。

四

威

勢

の
あ

る
者

も
滅

び

て
し

ま
う
も

の
で
あ

る
と

い
う

道

理
を

示
し

q

て

い
る
。
仁

王
経

・
護

国
品

に
見
え

る
句

。

梶

原
正

昭

・
山
下
宏

明

校
注

「
平
家
物

語
」

一

一
五
頁

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

前
掲

書

三

一
三
頁

中
村

元

の
訳

で
は

「
『
一
切

の
形

成

さ
れ

た
も

の
は
苦

し

み

で
あ

る
』

(
一
切

皆
苦

)
と

明
ら

か

な
知
慧

を

も

っ
て
観

る
と

き

に
、

ひ
と

は
苦

し
み

か
ら

遠
ざ

か
り

離
れ

る
。

こ
れ

こ
そ
人

が

清
ら

か

に
な

る
道

で
あ

る
。

(中

村

元

前

掲
書

四
九
頁

)
と

さ

れ
、
友

松
圓

諦

の
訳

で
は

「
「す

べ

て

の
行

は

く

る
し

み
な

り
』

と

か
く

の
ご

と
く

智
慧

も

て
知
ら

ば

彼

は

そ

の
く

る

し
み
を

厭
う

べ
し

こ
れ
清
浄

に

入
る

の
道
な

り
」

と

さ
れ

(友
松

圓
諦

訳

前
掲

書

一
八

二
頁

)
、
宮

坂
宥

勝

の
訳

で
は

「
『構
成

さ

れ
た

あ
ら

ゆ

る
も

の
は
苦

悩

で
あ

る
』

と
智

慧
を

も

っ
て
見

る

と
き

に
は

、
も

ろ
も

ろ

の
苦
悩

を
厭

う
。

こ
れ
は
清

浄

へ
の
道

で
あ

る
。
」

と

さ
れ

(宮
坂

宥

勝
著

前

掲
書

二
九

一
頁
)
、
片

山

一
良

の
訳

で
は

「あ

ら

ゆ
る
行

は
苦

な
り

、
と

智

慧
を

も

っ
て
観

る
と

き

に

か
れ

は
苦

を
厭

い
離

れ

る

こ
れ
清

浄

に

い
た

る
道

な
り
」

と

さ
れ

(片

山

一
良
著

前

掲
書

一
三

八
～

二

二
九

頁
)

佐
藤

光
夫

は

「
『
一
切

の
形
成

は
苦

し

み
で
あ

る
。
』

と

般
若

に
よ

っ
て
見

る
時

そ

の
苦

し

み
を
厭

い
離

れ

る
、

こ
れ

が
清
浄

に
な

る

た
め

の
道

で
あ

る
。
』

(佐
藤

光
夫

訳

前
掲

書

一
四

三
頁
)

と
訳

し
、

ま
た

、

ζ
鎚

ζ
邑

興
は
、



(
16
)

(
17
)
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、.
.≧

汀

お

讐
①
O
白

ぎ
ひq
の
母
Φ
ひq
円
凶Φ
h
帥
巳

づ
巴
P
、
ゴ
①
≦
げ
o
吋
口
o
≦
ω
き

ユ

ωΦ
①
巴

三
の
び
Φ
8

日

Φ
ω
冒

ω
ω
同く
Φ
ぎ

O
巴
昌
二
三
ω
凶ω
白

Φ
≦
鎚

夢

鋤
二

8

0
ω
8

づ
母

凶蔓
゜
と

英

訳

し

(ζ

勉×

]≦
邑

臼

o
b
6
津
b
°G。
ら
)
、

=
巴

ω
o
げ
帥
巳

轟

密

≦
鑓
9

帥
は

、.
、ω
o
R
o
碁

ξ

お

巴
汀

o
日
b
o
匹
叶①
叶三
昌
ひq
ω
.
.ゴ
Φ
芝
げ
o
b
Φ
『o
虫
く
①
ω
芸

Φ
件毎

一げ

o
津
三

ω
ひq
①
房

臼
ωひq
ロ
ω
審
ユ
芝
津
げ
夢

房

≦
〇
二
⊆
o
h
ω
ロ
幣

『ぎ
噂

富

ゲ

房

§
Φ
窓

芸

8

冒
ξ

芽

、゚、
と

英

訳

し

、
世
界

仏
教

協
会

の
訳

は

、.
.≧

汀

o
巳

註
8

巴

葺
ぎ
ひq
ω
輿
Φ
毒

ω
註

ω
富
0
8
q
、
-
芝
げ
8

8

①
ω
Φ
Φ
ω
叶三
ω
三

葺

三

巴
o
β

8

①
叶二
「
昌
ω
磐

昌

⇒
o
日

ω=
幣

二
お

゜
雷

凶ω
凶ω
ヨ
Φ
B

夢

叶o
冒

ユ
浮

註

8

°、、

(
じd
自
O
α
ゴ
P
コ
①
辞
O
】)
°
O
騨
勺
①゚
切
)

と

な

っ
て

い
る
。

な
お

、

パ
ー

リ
語
原
文

は

、.Qっ
菩
げ
①
爵

9
日
目
鋤
き

聾

91
.、
叶同

く
巴

91
冒

,
,
91
膨

冒

のの
9
ユ
博

〉
臣
帥
巳
び
び
ぎ
0
9
口
α
爵

犀
げ
Φ

①
ω
9
目
9
αq
ひq
o
<
同の
&

α
匡
旨

で゚
あ

る
。

閏
=
ひq
9

①
白
讐
ω
8

じd
霞
=
昌
ひq
餌
ヨ
①
<
o
記

ε

6゚
津
b
°嵩
O

「大

正
新

脩

大
蔵

経
」

第

三
巻

六

八

二
頁

中
段

～

下
段

「
出
曜

経

」

沙

門
品

(東
京

帝

國
大

學
文

科

大
学

印
度

哲
學

研

究
室

編

「
巴

利
語

漢
文

封

照
法
句

経
」

を
参

照

し
た
。
)

中
村

元
著

「
佛
教

語
大

辞
典

」

二
六

五
頁

中
村

元
著

前

掲
書

五

一
一
頁

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長
老

監
修

北
嶋

泰
観

訳

注
編
集

前

掲
書

三

=

二
頁

の

中
村

元

の
訳

で
は

但

「
『
一
切

の
事
物

は

我
な

ら
ざ

る
も

の
で
あ

る
』

(諸
法

非
我

)

と
明

ら
か

な
知
慧

を

も

っ
て
観

る
と

き

に
、

ひ
と

は
苦

し

み
か
ら

遠
ざ

か
り

離

れ
る

。

こ
れ

こ
そ
人

が
清

ら
か

に
な

る
道

で
あ

る
。
」

(中
村

元
訳

前

掲
書

四
九
頁

)
と

さ

れ
、
友

松
圓

諦

の
訳

で
は

「
『す

べ

て
の
法

は

わ

が
も

の
に

は
あ

ら
ず
』

と

か
く

の
ご
と
く

智
慧

も

て
知
ら

ば

彼

は

そ

の
く

る
し

み
を
厭

う

べ
し

こ
れ
清

浄

に
入

る

の
道

な
り

(友

松
圓

諦
訳

前

掲
書

一
八

三
頁
)

と

さ
れ

、
宮
坂

宥
勝

の
訳

で
は

「
『あ

ら

ゆ
る
も

の
は
実

体

が
な

い
』

と
智

慧

を
も

っ
て
見

る
と

き

に
は

、
も

ろ
も

ろ

の
苦

悩
を

厭
う

。

こ
れ
は

清
浄

へ
の
道

で
あ

る
。
」

(宮
坂

宥

勝
著

前

掲
書

二

九

一
頁
)

と

さ
れ
、

片
山

一
良

の
訳

で

は

「
あ

ら

ゆ
る
法

は
無

我
な

り
、

と

智

慧
を

も

っ
て
観

る
と

き

に

か
れ

は
苦

を
厭

い
離

れ

る

こ
れ
清

浄

に

い
た

る
道

な
り

」

(片

山

一
良
著

前

掲
書

一
四

一
頁
)

と

さ
れ

、
佐
藤

光
夫

は
、

「
『
一
切

の

も

の

は

我

(実

体

)

を

も

た

な

い
。
』

と

般

若

に

よ

っ

て
見

る

時

そ

の
時

に

苦

し

み

を

厭

い
離

れ

る

、

こ

れ

が

清

浄

に

な

る

た

め

の

道

で

あ

る

。
』

(佐

藤

光

夫

訳

註

前

掲

書

一
四

四

頁

)

と

訳

し

、

ま

た

ζ

貴

竃

自

巽

は

.

.、≧

一
8

『巳
ω
興

Φ
二
口
「
Φ
鉾

、.
げ
Φ
芝
げ
o
犀
8

芝
ω
p
巳

ω①
①
誓

三
ω
び
芝
o
o
日
Φ
ω
O
p
ω
ω
凶く
Φ
8

0
p
ぎ

旧葺

凶ω
凶ω
ヨ

Φ
芝
ミ

誓

曽
二
Φ
帥
α
誓

o
且
ユ
蔓

.゚と

英

訳

し

(ζ

貴

ζ

邑

Φ
「
o
,
o
凶ε

○゚。
ら
)
、

=
p『
凶ω
o
げ
p
巳

雷

嚢

「
p臼

p
は

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口
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..〉
ロ
8
『日
ω
o
な

凶
ω叶8

8

母
Φ
信
霞
①
巴
、.
(9
早
餌
洋
餌
)
皆

①
≦
ぎ

O
臼
8
一<
①
ω
子
2

毎
芸

o
津
臣
ω
ひq
①
房

⊆
房
ひq
ロ
2
9

註
芸

件三
ω
芝
〇
二
自
o
h
ω=
幣

ユ
昌
噂

誤

δ
ゲ
夢
①
冨
荘

辞o
b
霞
幣

蔓
㌦
と
英

訳

し
、
世

界
仏

教
協

会

は
、

.

..≧
=
霞
お

ω
興
①
8

房

Φ
弓
、
-
≦
げ
8

8

①
ω①
Φ
ω
叶匡
ω
乱
ヨ

惹

ω9

β

8

①
ε
ヨ
ω
署

曙

沖
o
巳

ωロ
幣

「
ぎ
噂

雷

凶巴
ω
葺
Φ
B
誓

8

ε

二
臣
o
註

o
p
、

(bd
目
α
α
げ
P
昌
Φ
叶
O
O
°
O
詳
]℃
°①
α
)

と
英

訳

し

て

い
る
。

な

お
パ

ー
リ
語

原
文

は

、.Qっ
菩
げ
①
爵

9
日
目
帥
き
葺

9ー
ユ
博

醤

轟

冒

詠
,
身

鋤
冒

ω
ω讐
同℃

〉
島
帥
巳
び
び
同巳

9
鐡

α
爵

犀
冨

Φ
ω
9
日
9
ひq
ひq
o
<
凶ω
ロ
ま

三
旨

゜

で
あ

る
。

閏
=
ひq
9

①
≦
-讐
ω
8

じd
霞
ぎ

ひq
餌
ヨ
①
<
o
記

ε

6゚
津
b
μ
ヨ

「
大

正
新
脩

大
蔵

経
」

第

三
巻

六

八

二
頁

下
段

「
大
正

新
脩

大
蔵

経
」

第

三
巻

六

八

二
頁

下
段

～
六

八
三
頁

上
段

中
村

元
著

前

掲
書

六

九

一
頁

中
村

元
著

前
掲

書

四
八
七
頁

中
村

元
著

前
掲

書

一
〇
七

七
頁

中
村

元
著

前
掲

書

一
〇

四

〇
頁

別

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー
ナ

ン
ダ
大

長
老

監
修

北
嶋
泰

観

訳
注

編
集

前

掲
書

一
四
六

頁

q

中

村
元

の
訳

で
は

「
物
事

が

興
り

ま
た

消
え
失

せ

る

こ
と
わ

り
を

見

な

い
で
百
年

生

き

る
よ
り

も
、

事
物

が

興
り

ま
た

消
え

失
せ

る

こ
と
わ

り
を

見

て

一
日
生

き

る
こ
と

の
ほ
う

が
す
ぐ

れ

て

い
る

。
」

(中

村

元
訳

前
掲

書

二
六
頁
)

と

さ
れ

、
友
松

圓
諦

の
訳

で
は

「
人
も

し
生

く

る
こ
と

百
年

な

ら
ん

と
も

一
切

の

い
か

に
生
起

り

い
か

に

ほ
ろ

ぶ
る

や
を

し
る

な
ら

ば

こ

の
生

滅

の
理
を

知
り

て

一

日
生

く

る
に
も

お

よ
ば
ざ

る
な
り
」

(友

松
圓

諦
訳

前

掲
書

八
〇
頁

)
と

さ

れ
、
友

松

の
訳
を

基
盤

に
置

く
瀬

戸
内

寂
聴

は

「
人

が
た
と

え

百

年
生

き

よ
う
と

物

ご
と

の
興
り

ど
う

し

て
消
え

ほ

ろ
び

る
か

の

こ
と
わ

り
を

知
ら

な

い
な
ら

こ

の
生
滅

の
こ
と
わ

り
を

知
り

一
日
生
き

る

の
に
も

及
ば

な

い
」

(瀬

戸
内

寂
聴

著

「法

句
経

を
読

む

寂
聴

生

き

る
知
恵

」

二
〇
頁
)

と

さ
れ

、
宮
坂

宥
勝

の
訳

で
は

「
ま
た

、
た

と
え
百

年
生

き

て
も

、

〔事
物

の
〕
生
起

と

消
滅

と
を

見
な

け
れ

ば
、

一
日
生
き

て

〔事

物

の
〕
生

起
と

消
滅

と
を

見

る
ほ
う

が

よ

い
。
」

と

さ
れ

、
片

山

一
良

は

「
生

と
滅

と
を

見

る
こ
と

も
な

く

百
年

生
き

な
が

ら
え

る
よ

り

生
と
滅

と

を
見

と
お

し

て

一
日

生
き

る
方

が
ま

さ

る
」

と

訳
し

(片

山

一
良

著

前
掲

書

一
五
三
頁

)
、

山

田
無
文

は

「
生
と

死

の

こ
と

わ
り

し

ら
ず

も

も
と

せ
を

な

が
ら
え

ん

よ
は



(29
)

生

と

死

の

こ
と

わ

り
し

り

て

い
き

た
ら

ん

い
ち

に
ち

そ

よ
き
」

と

訳

し

(
山

田
無
文

著

「
法
句

経

真

理

の
言
葉

」

一
〇
四

～

一
〇

五
頁
)
、
福

島

慶

道

は
「
人
も

し
生

く

る
こ
と

百
年

な

ら
ん
と

も

一
切

の

い
か

に
生
起

り

い
か

に
ほ

ろ

ぶ
や
を

知

る
な
く

ば

こ

の
生

滅

の
理

を
知

り

て

一
日
生
く

る

に
も

お

よ
ぼ
ざ

る
な
り
」

と
訳

し

(福
島

慶
道

著

「法

句
経

の
こ

こ
ろ
」

八

四
頁

)
と

し
、
佐

藤
光

夫

は

「
ま

た
生
滅

を
見

知

ら
な

い
百
年

を
生

き

る
こ
と

よ
り

も

生

滅
を

見
知

る

一
日
を

生
き

る
方

が
す

ぐ

れ

て

い
る
。
」

(佐

藤
光

夫
訳

註

前
掲
書

五
七
頁

)
と

訳
し

て

い
る
。

ま
た

ζ
霞

ζ
邑

興
は

、.ぎ

α
げ
Φ
芝
げ
o
野

Φ
ω
帥
げ
巨

酔
①
O
<
Φ
母
ω
・
口
9

の
①
①
ぎ
ひq
び
Φ
αq
ぎ
昌
ぎ
ひq
き

α
Φ
昌
9

巴

凶け

o
h
8

Φ
O
帥
く
凶ω
げ
Φ
#
興

罵
帥
日
き

ω
Φ
①
ω
び
Φ
ひq
ぎ
巳
昌
αq
き

α
①
巳

、゚.
と

英
訳

し

(ζ
勉×

ζ
邑
δ
斜
o
戸

o
凶ε

崔゚
)
、
=
鋤円
凶ω
o
ゴ
き

時
9
内
当

『
9臼
9
は

、.諺
ω
ぎ
ひq
δ

⊆
昌
、巴
浮

0
8

器

芝
ぎ

2
Φ
帥
二
鴇
ω①
①
ω
葺
①
o
ユ
ひq
ぎ

餌巳

8

ω
ω讐
一8

(0
3

目
8

日
宕

鋒
2

三
昌
ひq
ω)
㍉
ω
げ
卑
件臼

芸
き

9
ゴ
ロ
⇒
⊆
8
ユ
蜜
8
お

o
臣

け

o
h
三
日

書

o
⊆
8

ω

口
o
ε

Φ
8
巴
く
Φ
夢
①
〇
二
ひq
ぎ

餌
ロ
ユ
o
Φ
ω舞
件δ
⇒
o
津
三
昌
ひq
ψ
、.
と
英

訳

し
、
世

界
仏

教
協

会

は

、.bd
Φ
9

=
江
ω
8

野
①
8

Φ
α
塁

ωΦ
9
轟

夢
①
冨

①
p
巳

富
=
o
h
夢
団轟

ω
昏
き

8

奪
Φ
9。
ω
げ
巨

酔
①
ユ
鴇

程
ω
乱
浮
〇
三

Φ
<
巽

ω
①
Φ
一凝

浮
①
ユ
ω
Φ
9
巳

壁
目
o
ヰ
三
昌
ひq
ψ
、.

(bd
鼠

穿

き

2

0
,

0
津
,
①
㎝
)
と

英
訳

し

て

い
る
。

因
み

に
パ

ー
リ
語

原
文

は

網
0
8

<
p
ω
紹
紹
鼠
ヨ

団
く
①

巷
p
ω
ω
p
ヨ

巳

ミ
弩

曙
p
旦

雰

ぎ

量

凶く
冨

ヨ

ω
Φ
遷
。

。
曽
ωω
p
一。
ロ
身

弩

ミ

p旦

ω

で
あ

る
。

但

閏
轟

Φ
口
①
白
讐
ω
8

じd
ロ
臣
昌
ひq
餌
ヨ
①
o
,
o津
く
o
這

薯

霧
O
～
卜。
切
①

こ

の
因

縁
謳

に

は
三

つ
の
偶

頒

が
引
用

さ
れ

て

い
る
。

第

一
の
偶

頒
を

中
村

元

は

「
子
も

救
う

こ
と

が

で
き

な

い
。

父
も

親

戚
も

ま

た
救
う

こ
と

が

で
き
な

い
。
死

に
捉

え

ら
れ

た
者

を

、
親

族
も

救

い
得

る
能

力

が
な

い
。
」

と

訳

し

(
中
村

元

前

掲

訳
書

五
〇
頁

)
、
友

松

圓
諦

は
、

「
子
も

父

も

親

族

(や

か
ら

)
も

救

護

者

(す
く

い

て
)

に
は
あ

ら
ず

死

に

捉

え

ら
れ

た

る
者
を

親
族

(
し
た

し
き

)

も

す
く

う
能

は
ず
」

と

訳
し

、

(友
松

圓
諦

前

掲
訳

書

一
八
七
頁

)
、
宮

坂
宥

勝

は
、

「
死
神

に
執

わ

れ
た

ら
、

子
供

た
ち
も

父
親

も

、
親
族

も
親

戚
も

、

こ
れ
を

救
う

こ
と

が

で
き

な

い
。
」
と

訳
し

(宮

坂
宥

勝

前
掲
書

二

〇
二
頁

)
、
片

山

一
良

は

、

「
死
魔

に
支
配

さ

れ
た
者

に

子
ら

も
ま

た
父

親
も

親

戚
も

ま

た
救

護
と

な

ら
ず

親

族

の
中

に
教

護

な

し
」

と
訳

し

(片

山

一
良

『
ダ

ン

マ
パ

ダ

全

詩
解

説

仏

祖

に
学

ぶ

ひ
と

す

じ

の
道

』

三

六
四
頁

)
、
山

田

無
文

は
、

「
吾

子

(あ

ご
)
と

て
も

は
た

父
と

て
も

う

か

ら
ら

も

誰

か

は
止

(と

ど
)

め

ん

死

の
門
出
」

と
訳

し

(山

田
無
文

前

掲
書

二
三

〇
頁
)
、
佐

伯
快

勝

は
、

「
子
も

救
う

こ
と

が

で
き
な

い

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口



大
手
前
大
学
論
集

第
10
号

(
2
0
0
9
)

父
も

親
戚

も
ま

た
救

う

こ
と

が

で
き

な

い

死

に
捉
え

ら

れ
た
者

を

親
族

に
も

救

い
得

る
能
力

が
な

い
」

と
訳

し
、

佐
藤

光
夫

は
、

「
子

供
た

ち
を
庇

護

す

る
こ
と

は

で
き
な

い

父

親

に
は

で
き
な

い

親

族

た
ち

に
も

で
き

な

い

悪

魔

の
手

の
上

に
落

ち
た
者

に
対
す

る
親
族

た

ち

に
よ
る
庇

護

は
存
在

し

な

い
。
」
と

訳
し

、

(佐

藤
光

夫

前
掲

訳

註
書

一
五

一
頁

)
と

し

、
ま

た

ζ
霞

ζ
邑

興
は

、ω
8

ω
母
①
昌
o
ゴ
Φ昼

8

『
9
討
一げ
Φ
円b

o
『
器
冨
鉱
o
口
ω
旧
夢
Φ
『①
δ

8

げ
①
ピ

⇒
o
日

匹
昌
ω
8
貯

8
『
8

Φ
芝
げ
o
ヨ

α
Φ
9
子

ゴ
霧

ω
Φ
冒
Φ
⊆
㌦
と

英
訳

し

(竃
霞

ζ
邑

Φ
ε

覧
o津
戸
ω
㎝)
、
団
9
三
ω
魯

き

酔
餌
閑
鎚
鑓
言
餌
は
、

、ω
o
口
ω
母
Φ
8

胃
o
件Φ
o
辞δ
P

口
Φ
津
げ
興

貯
芸
興

昌
自

匹
昌
ω8
貯
旧芝
げ
①
⇒
8

①
房
霧
ω
邑

Φ
⊆
ξ

α
Φ
99

葺
①
お

δ
昌
o
只
0
5
6
鉱
o
⇒
餌
日
o
渥

o
⇒
①
、ω
匠
P
.と
英

訳
し

(口
9。
註

ω
9

9。
昌
砕

9
舅

鑓
B

p
o
O
o
陶榊)
、

世

界

仏

教

協

会

の

英

訳

は

、

、聞
o
『
巨
日

≦
げ
2

ω
霧

ω
巴

巴

げ
気
ユ
$

岳

夢
Φ
=

ω
昌
o
只

0
8
0
鉱
o
昌
ぴ
鴇
匹
霧

目
8

°
Z
8

①
夢

興
Φ
9。
「①
8

ω
薯
Φ
三
目
1
⇒
o

ω
8

ω
B

霞

富
§

Φ
5
昌
o
「
「
Φ
巨

一く
①
ω
、゚
(bd
二
α
血
げ
帥
口
Φ
叶
O
づ
O
匿
づ
㎝゚
α
)

と

な

っ
て

い

る

。

パ

ー

リ

語

の
原

文

は

Z
鋤
ωき

鉱
b
彗

鼠

鼠

感

巻

目

〇
一鼠

口
巷

凶
び
帥
巳

訂

く
91

受

9
犀
①
口
卿
、

爵

。
。
鋤
昌
昌
9
ω
ω
9

昌
9藍

§

・
ロ
§

9
5

ω

で
あ

り
、

漢
訳

は

侮

非
有

子
侍

亦
非

父
兄

爲
死

所
追

無
親

可
惜

(無

常
品

)

第

二

の
偶

類
を

中
村

元

は

「
心

あ

る
人

は
こ

の
道
理

を
知

っ
て
、
戒
律

を

ま
も

り
、

す

み
や
か

に

ニ
ル
ヴ

ァ
ー
ナ

に
至

る
道
を
清

く

せ

よ
。
」
と

訳

し

(中

村

元

前

掲
訳

書

五

〇
頁
)
、
友

松
は

、

「
こ

の
義

理

を
知

り

て

心
あ

る

ひ
と

は

た
だ

お

の
ず

か
ら

戒

(
を
ま

も
り

浬

葉

(
さ
と

り
)

に

い
た

る

べ
き
道

を

げ

に
す

み
や
か

に

歩

む

べ
し
)
」
と

訳

し

(友
松

圓
諦

訳

前
掲

書

一
八
八
頁

)
、
宮

坂
宥

勝

は
、

「
賢

い
者

は

こ
の
道
理

の
あ

る
と

こ
ろ
を
知

っ
て
、
徳

行
を

守
り

、
心

の
安

ら
ぎ

に
至

る
道

を
速

や

か
に
ま

さ

に
清

め
る
が

よ

い
。
」
と

訳

し
、
片

山

一
良

は
、

「
こ

の
道
理

を

よ
く
知

っ
て

賢
者

は

戒
を

も

っ
て
防

護

し

浬

葉

に
到

達
す

る
道

を

た
だ

速

や
か

に
浄

め

る
が
よ

い
」

と
訳

し

(片
山

一
良

『
ダ

ン

マ
パ
ダ

全

詩
解

説

仏

祖

に
学

ぶ
ひ
と

す
じ

の
道

』

三
六

四
頁
)
、
山

田
無
文

は

、

「
こ

の
こ
と
わ

り
を

知

り
た

ら

ん

賢

き
人

は

み
仏

の

教
え

を
護

り

ひ
た

す
ら

に

浬

葉

の
道

を

励

む

べ
し
」

と

訳
し

(山

田
無
文

前

掲
書

二
三

〇
～

二
三

一
頁
)

と

訳
し

、
佐
伯

快

勝
は

、

「
心
あ

る
人

は

こ

の
道

理
を

知

っ
て

戒

律
を

ま
も

り

す

み

や
か

に

ニ
ル
ヴ

ァ
ー

ナ
に
至

る
道

を
清

く

せ
よ
」

と
訳

し

て
お
り

、
佐

藤
光

夫

は



「戒

め

を

守

り

(自

己

を

)

律

す

る

賢

者

は

こ

の
道

理

を

知

っ

て

浬

葉

へ
と

到

る

道

を

ま

さ

に

速

や

か

に

浄

め

る

で

あ

ろ

う

。
」

と

訳

し

て

お

り

、

ま

た

竃

霞

竃

自

臼

は

、〉

惹

ω①

き

自

ひq
o
o
ユ
日

き

芝
げ
o
巨

o
≦
ω
葺

①
日
Φ
餌
巳
⇒
ひq
o
h
件三
ω
.
ωげ
〇
三
自

ρ
巳
o
評
ぐ

o
δ
鎚

§

Φ
≦
昌

一げ
鉾

δ
巴

ω
8

≧

署

餌
口
穿
、
(]≦
2。×

]≦
自

臼

o
b
°
o
津
戸
ω
α
)

と

英

訳

し

、

=
巴

ω
o
げ
き

酔

9。
否

貯
9言

9
は

、

、=
帥
く
ぎ
ひq
需

「8
守
①
α
誓
δ

ω凶ひq
巳
自
8
巨

貯
o
叶」
①
叶
誓
①
惹

ω
①
き

α
ω
①
零
「①
ω
耳
巴
昌
巴

巳
き

ρ
巳
o
匹
網
ユ
8

「
誓
①
B
芸

葺
帥
叶
冨
巴

ω
8

巳
辱
き

曽
、゚

(
=
p
「す
島

曽
巳

話

閑
薯
冨

B
曽
o
O
°o
凶O

と
英

訳

し
、
世

界
仏

教
協

会

の
英
訳

は
、

、幻
Φ
巴
凶ωぎ
ひq
§
凶ω
壁
〇二

卑

芸
Φ
註

ω
①
日
き

㍉
①
ωq
巴
口
巴

9

日
o
『
巴
身

旨

帥
ω
什8

8

ユ
Φ
き

芸
①
B

§

す
巴

ぎ
ひq
8

Z
凶び
び
き

穿
.
(しd
⊆
ま

げ
き

卑

o
O
o
拝

b
°雪
)

と
し

て

い
る
。

な

お

パ
ー

リ
語
原

文

は

閏
蜜
日
帥
洋
げ
餌く
霧
9ヨ

,
餌
甘
餌

覧
き

⊆
津
o
ω
団ご
舞
ヨ
≦
旨
8

Z
ま
げ
ぎ

轟
帥
日
き
餌
3

ヨ
轟
ひ㊤
帥
ヨ

聾

一署

帥
目
Φ
<
9
≦
ω
o
穿

鎚
①

で
あ

り
、

漢
訳

で
は

慧
解

是
意

可
修

経
戒

勤
行

度
世

一
切
除

苦

(道
行

品
)

と

さ
れ

て
お
り

、
ま

た
第

三

の
偶
類

を
、

中
村

元

は

「物
事

が
興
り

ま

た
消
え

失

せ

る
こ
と

わ
り

を
見

な

い
で
百

年

生
き

る
よ

り
も

、
事

物

が
興
り

ま

た
消
え

失

せ

る
こ
と

わ
り

を
見

て

一
日
生

き

る

こ
と

の
ほ
う

が
す

ぐ

れ

て

い
る
。
」

と
邦

訳
し

(中
村

元

前
掲

訳
書

二
六

頁
)
、
友
松

圓
諦

は
、

「
人
も

し
生

く

る
こ
と

百
年

(も

も
と

せ
)

な
ら

ん
と

も

D

一
切

(す

べ
て

の
も

の
)

の

い
か
に
生
起

(お

こ
)
り

価

い
か

に
ほ

ろ
ぶ
る

や
を

知

る
な
く

ば

こ

の
生
滅

の
理

(
こ
と

わ
り

9
を
知

り

て

一
日
生

く

る

に
も

お

よ
ば
ざ

る
な

り
」

と
邦

訳

し

(友

松
圓

諦

前
掲

訳
書

八
〇
頁

)
、
宮

坂
宥

勝

は
、

「ま

た

、
た
と

え

百
年

生
き

て
も

、

〔事

物

の
〕

生
起

と
生

滅
と

を
見

な

け
れ

ば
、

一
日
生
き

て

〔事

物

の
〕

生
起

と

生
滅

と
を

見

る
ほ
う

が

よ

い
。
」
と

邦
訳

し

(宮
坂

宥

勝

前
掲

書

二
六
七
頁

)
、

片
山

一
良

は
、

「
生

(し

ょ
う
)

と
滅

(
め

つ
)

と
を

見

る

こ
と

な
く

百

年
生

き

な
が
ら

え

る
よ

り

生

と
滅

と
を

見

と
お

し

て

一
日
生

き

る
方

が
ま

さ
る
」

と

邦
訳

し

(片
山

一
良

「
『
ダ

ン

マ
パ

ダ
』
を

よ

む
」

下

一
五
三

頁
)
、

山

田
無
文

は

、

「
生
と

死

の

こ
と

わ

り
し

ら
ず

も
も

と

せ
を

生

と
死

の

い
き

た
ら

ん

「
人

も
し

生
く

る

こ
と

な

が
ら
え

ん

よ
は

こ
と

わ
り

し

り

て

い
ち

に
ち

そ

よ
き
」

と
邦

訳

し

(山

田
無

文

前
掲

書

百

年

(も
も

と
せ

)
な

ら

ん
と
も

一
〇
四
～

一
〇
五
頁

)
、
福

島
慶

道

は
、

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口
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一
切

(す

べ
て

の
も

の
)

の

い
か

に
生
起

(
お
こ
)

り

い
か
に

ほ
ろ

ぶ
や
を

知

る
な

く
ば

こ

の
生
滅

の
理

(
こ
と
わ

り
)

知
り

て

一
日
生

く

る
に
も

お
よ

ば
ざ

る
な

り
」

と
邦

訳
し

(山

田
無
文

著

前
掲

書

八

四
頁

)
、
佐

伯
快

勝

は
、

「
物
事

が

興
り
ま

た
消

え
失

せ

る

こ
と

わ
り

を
見

な

い
で

百

年
生

き

る
よ
り

も

物

事

が
興
り

ま
た

消
え

失

せ
る

こ
と
わ

り
を

見

て

一
日

い
き

る
こ
と

の
ほ
う

が

す
ぐ

れ

て

い
る
」
と

邦
訳

し

(佐
伯

快
勝

著

前
掲
書

九

二
頁
)
、
友
松

圓
諦

の
訳

文

を
参

照
し

た
瀬

戸
内
寂

聴

は
、

「
人
が

た
と
え

百
年

生

き
よ
う

と

物

ご
と

の
興
り

ど
う

し

て
消
え

ほ

ろ
び

る
か

の

こ
と

わ

り
を
知

ら

な

い
な

ら

こ
の
生
滅

の
こ
と

わ
り
を

知
り

勿

一
日
生
き

る

の
に
も

及
ば

な

い
」

(瀬
戸
内

寂
聴

著

「寂

聴

生

き

る
知

恵
」

二
〇

頁
)
、
佐
藤

光
夫

は
、

侮

「
ま

た
生

滅
を

見
知

ら
な

い
百
年

を

生
き

る

こ
と
よ

り
も

生
滅

を
見
知

る

一
日
を
生

き

る
方

が

す
ぐ

れ

て

い
る
。
」
と

邦
訳

し

て

い
る
。

(佐

藤
光

夫

訳
註

前

掲
書

五

七
頁
)
。
ま

た
、

竃
鎚

ζ
自

巽
は

.〉
巳

げ
Φ
≦
げ
o
穿
①
ω
曽
げ
ロ
巳

「Φ
血
蜜
①
p
「ω
も

9

ω
Φ
①
ぎ
ひq
び
Φ
ひq
凶昌
巳
昌
ひq
き

α
8

9

巴

幣

o
h
o
口
Φ
α
曙

凶ω
び
卑
5
「
罵
p
日
き

ω
Φ
Φ
ω
び
Φ
ひq
ぎ
巳
昌
ひq
p
巳

Φ
巳

゜

と

英
訳

し

(ζ
霞

ζ
自

①
『
o
O
o
F

づ
崔゚
)
、

=
p
「す
o
げ
曽
巳

話

閑
薯
貯
卑
口
曽
は
、

、〉

ωぎ
ひq
δ

ユ
鎚

.巴
幣

o
h
8

Φ
≦
ぎ

oδ
鋤
二
気
ω
①
Φ
の
匪
①
o
ユ
αq
ぎ

き

O
o
Φ
ω
ω
註

8

(o
富
目
8
目
宕

ω凶一①
芸
ぎ
ひq
ω
)
㍉
ω
び
Φ
再
興

芸
き

帥
げ
⊆
昌
酔
巴

鴇
①
母
ω
o
臣

け

o
h
三
目

芝
げ
o
O
o
Φ
ω
口
0
8

興
o
①
ぞ
Φ
夢
Φ
o
ユ
ひq
凶口
9
巳

o
Φ
ω
の
註

8

0
P
三
昌
ひq
ω博.

と
英

訳
し

(目
豊

ωo
ゴ
き

時
9
内
巽
凶『
9
臼
9
0
b
窪

)
、
さ
ら

に
世

界
仏

教
協

会

は

、じu
Φ
暮
興

三

δ

8

牙

①
8

①
ユ
昌

ω
①
Φ
ぎ
ひq
芸
Φ
ω
唇

お
ヨ

Φ
ぎ

芸

子

き

8

野

①
餌
げ
信
巳

お

α
巻

輿
ω
三

夢

8

9

<
興

ω
①
Φ
ぎ
ひq
芸

Φ
ω
ロ
胃
①
ヨ
Φ
ぎ

叶『

(じd
口
自
自
げ
9
⇒
①
辞
O
冒
O
津
゜
覧
ら゚
O
)

と
英

訳

し

て

い
る
。

な
お
、

パ

ー
リ
語

の
原

文

は

団
0
8

<
霧
ω
霧
9。
δ
ヨ

団
く
Φ

巷

霧
ω9
ヨ

q
ユ
昌
9

げ
塁
9
ヨ

国
惹

げ
帥
ヨ
旨
く
冨
ヨ

ω①
遷

o

づ
p
ω
ω
鉾
o
巳

帥
巻

び
び
曙

曽
ヨ

で
あ
り

、
漢

訳
は
若

人
壽

百
歳

不
知

大
道

義

不
如

生

一
日

學

推
佛

法

要

(述

千
品

)

で
あ

る
。

(
30
)

中
村

元
著

前

掲
書

三
五

五
頁

(
31
)

「
大
正

新
脩

大
蔵

経
」

第

三
巻

五
六

四
頁

下
段

「
法
句

経
」

述

千
品
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中
村
元
著

前
掲
書

三
八
六
頁

常
磐
大
定
著

「佛
陀
之
聖
訓
」

一
二
五
～

=

一六
頁

含
経
」

(三
八
九
)

中
村
元
著

前
掲
書

五
二
三
頁
～
五
二
四
頁

「大
正
新
脩
大
蔵
経
」

第
三
巻

五
六
〇
頁

上
段

同
上
同
上
「大
正
新
脩
大
蔵
経
」

第
三
巻

七
二
四
頁

下
段

「大
正
新
脩
大
蔵
経
」

第
三
巻

七
二
五
頁
中
段

「大
正
新
脩
大
蔵
経
」

第
三
巻

七
〇
九
頁

中
段

「大
正
新
脩
大
蔵
経
」

第
三
巻

七
二
九
頁

中
段

ウ
・
ヴ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ン
ダ
大
長
老
監
修

北
嶋
泰
観

中
村
元
の
訳
で
は

「水
道
を
つ
く
る
人
は
水
を
み
ち
び
き
、

二
一
頁
)
、
友
松
圓
諦
の
訳
で
は

「疎
水
師
は

げ
に

水
を
み
ち
び
き

な
り
」
と
訳
し

(友
松
圓
諦

前
掲
書

六
二
頁
)、

「運
河
づ
く
り
の
技
師
た
ち
は
水
を
導
き
、

勝
著

前
掲
書

二
六
二
頁
)、
片
山

一
良
は

「灌
概
人
は
水
を
導
き

木
工
人
は
木
材
を
矯
め

「治
水
工
た
ち
は
ま
さ
に
水
を
導
く

大
工
た
ち
は
木
材
を
曲
げ
る

但
し

引
用
さ
れ
て
い
る

経
は

「大
正
新
脩
大
蔵
経
」

第
三
巻

〇
五
頁

上
段
～
中
段

「雑
阿

「出
曜
経
」

廣
演
品

「出
曜
経
」

廣
演
品

「出
曜
経
」

華
品

「出
曜
経
」

親
品

訳
注
編
集

前
掲
書

一

二
頁

矢

を

つ
く

る
人

は
矢

を

矯

め
、

大

工

は
木

材

を
矯

め
、

賢
者

は

自

己
を

と

と

の
え

る
。
」

と

訳

し

(中

村

元

訳

前

掲

書

矢
箭
匠
は

箭
を
た
め
な
お
し

木
工
は

木
を
曲
げ
と
と
の
う

宮
坂
宥
勝
の
訳
で
は

弓
作
り
を
す
る
者
た
ち
は
矢
を
ま

っ
す
ぐ
に
し
、
木
工
た
ち
は
木
を
整
え
る
。

智

者

は

お

の
れ
を

と

と

の
う

る

賢

者

は
己
を

整
え

る
。
」

と
訳

し

(宮

坂
宥

矢

作

り

は

矢

を

矯

め

る

賢

者

は

自

己

を

調

御

す

る

」

と

訳

し

(片

山

一
良

前

掲

書

一
五

〇

頁

)
、

佐

藤

光

夫

は

矢

づ

く

り

職

人

た

ち

は

矢

を

矯

め

る

賢

者

た

ち

は

自

己

を

調

え

る

。
」

(佐

藤

光

夫

訳

前

掲

書

四

〇

頁

)

と

訳

し

、

ζ

鎚

ζ

邑

興

は

、尋

巴

白

鋳

Φ
お

δ
巴

葺
①
≦
帥
叶臼

(≦
冨

8
<
9

荘

①
≦

貯
①
)

旧φ
Φ
8
冨

お

ぴ
Φ
巳

芸

Φ
餌
凌
o
ヨ

8

6
8

8
お

げ
Φ
巳

巴

o
ひq
o
h
≦
8

9

惹

ω
①
覧
8

覧
①
壁
ω
三
〇
昌
芸

Φ
ヨ
ω
色
く
Φ
ω
㌦、

と

英

訳

し

、

団
巴

ωo
ゴ
き

ユ
鑓

密

忌
δ
臼
餌
は

、.【巳

ひq
9。
8
『ω
0
8

費

9

浮
①
≦
9。
8
『
芝
冨

お

く
巽

夢

2

三

ω
げ
』

①
9
げ
嘆

ω
ωげ
巷

①
昏

Φ
ω
げ
聾

ω
ぢ

9。
ε

①
耳
巽

ω
≦
○
蒔

(
昌)

浮

①
≦
o
o
ユ
b

巳

乱

ωΦ
目
8

臼
ω
o
旦

ぎ
Φ
夢

①
目

ω色
く
$

、.

と

英

訳

し

、

世

界

仏

教

協

会

は

、.一巳

ひq
讐
o
『ω
お
ひq
三
鉾
Φ
芸

①
『凶く
Φ
『ω
』

Φ
叶島

Φ
『
ω
ω
叶「巴
ひq
げ
一8

誓

Φ
興

δ
芝

ωげ
聾

嚇
8

壱
Φ
巨
Φ
『
ω
ωげ
巷

①
葺
Φ
≦
8

鼻

葺

①
註

ωΦ

0
8

耳
巳

§

Φ
日

ωΦ
守
Φ
ω
、゚、

(bd
巳

爵

き

卑

ε

゜
o
騨

(53)

 

「
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育
口
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大
手
前
大
学
論
集

第
10
号

(
2
0
0
9
)

即
G。
切
)
と

い
う

英
訳

を
し

て

い
る
。

パ

ー
リ
語

の
原

文
は

⊂
量

臣

3

匡

⇒
塁
9。耳
B

Φ
a
吋
卿
鴇

諺

q
犀
母
卿
舜

目
昌

き
鉱
恩

き

9
3
℃

∪
貯
急

昌
9
日
曙

き
自
$
o
o
げ
9
吋
卿
w

9
暮
ぎ

91
薗
α
p
日
ミ
p
昌
二
冒
O
曾
鼠

で゚
あ

る
。

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

前
掲

書

一
一
二
頁

中
村

元
は

コ

つ
の
岩

の
塊

り

が
風

に
揺

る
が

な

い
よ
う

に
、
賢

者

は
非

難
と

賞
讃

と

に
動
じ

な

い
。
」
と

訳

し

(中

村
元

訳

前

掲
書

二

一
頁

)
、

友
松

圓
諦

の
訳

で
は

コ

か
か
え

ほ
ど

の
盤

石

風

に

ゆ
ら
ぐ

こ
と
も

な
し

か
く

の
ご
と

く

心

あ

る
も

の
は

そ
し
り

と

ほ
ま

れ
と

の
中

に

心
う

ご
く

こ
と

な

し
」
と

さ

れ
、

(友

松

圓
諦

訳

前

掲
書

六

二
頁

)
、

宮
坂

宥
勝

の
訳

で
は

「
ひ
と
か

た

ま
り

の
岩

が
風

に
揺

ら

ぐ

こ
と

が
な

い
よ
う

に
、

そ

の
よ
う

に
賢
者

た

ち

は
誹
諺

と

賞
讃

の
な

か

に
あ

っ
て
動

く

こ
と

が
な

い
。
」

と

さ

れ

(宮

坂

宥
勝

著

前
掲

書

)
、
片

山

一
良

は

「
あ
た

か
も

堅

い
岩

山

が

賢
者

は
非

難
と

称
賛

に

「
風

お

か
に

ふ
く
と

も

ご

と
く

も
智
者

は

ま

た
そ

し
り

に
も

風

に
よ

っ
て
揺

る
が

ぬ
よ
う

に

け

っ
し

て
動

じ
る

こ
と

が
な

い
」
と

訳

し

(片

山

一
良

前
掲

書

上

七

一
頁
)

と
訳

し
、

山

田
無
文

は

巌

ゆ

る
が
ざ

る

ほ
ま
れ

に
も

こ
こ

ろ
う

こ

か
じ
」

と
訳

し

(山

田
無
文

著

前
掲

書

七

八
頁
)
、
佐

藤
光

夫

は

「
ひ

と

つ

の

堅

い
岩

が

風

に

よ

っ

て

は

動

か

な

い
よ

う

に

そ

の

よ
う

に

賢

者

た

ち

は

非

難

や

賞

賛

に

よ

っ
て

は

動

か

な

い
。
」

(佐

藤

光

夫

前

掲

書

四

一
頁

)

と

訳

し

、

ζ

鎚

ζ

自

2

は

、.〉
ω
曽
ω
o
ま

「o
o
匹

ω
昌
9

ω
げ
鋳

Φ
昌
び
網
§

Φ
芝
ぎ
9

惹

ω
①
O
①
o
巳
Φ
包

鼠
「
口
o
叶
帥
巳

α
雪

ぴ
置
日
Φ
p
巳

O
「巴
ω①
、゚、
と

英

訳

し

、

口
巴

ω
oげ
き

α
『p
密

≦
「鉾
昌
帥
は

、.〉
ω
曽
ω
o
=
血
「o
o
パ
δ

昌
o
冴

げ
鋳

9

び
網
§

Φ
乱

昌
9

ω
o
岳

Φ
乱

ωΦ
p
「Φ
昌
9

ω
げ
更

①
昌
び
網
0
8

ω
霞

Φ
o
「
胃

巴
ω
①
.゚、

と

英

訳

し

、

世

界

仏

教

協

会

は

、言

の
3

ω
9
ω
o
ま

8

0
匠

ω
昌
〇
一
のげ
鋳

①
口
ξ

芸

①
の
8
『
β

Φ
<
Φ
口

ωo
夢

Φ
註

ω
①
母

Φ
口
9

箒

9
①
O
ぴ
く
胃

巴
の
Φ
o
円
げ
冨
目
①
㌦、

(しd
⊆
ま

げ
き

卑

o
O
°
o
津
,

ω
α
)

と

英

訳

し

て

い

る

。

パ

ー

リ

語

の
原

文

は

ω
Φ
δ

醤

夢

帥
Φ
惹

ひq
げ
き

o

<
碑
①
8

8

ω
9
ヨ

団8
戸

団
く
9
3

巳
巳

9

9。
ω慧

鈴

ω屋

⇒
9。
ω
9
巨

且

き

岳
O
巷

岳
鼠

で゚
あ

る

。

国
=
ひq
9

Φ
詔

簿
ω
o
昌
bd
霞

団
昌
ひq
p
日
①
o
戸
o詳
く
o
園

O
冨

○。
ら
～

一
〇。
㊤

国
=
ひq
9

Φ
詔

簿
ω
o
昌
bd
霞

団
昌
ひq
p
日
①
o
戸
o詳
く
o
r
N
づ
亘

○。
㊤
～

一8

常

磐

大

定

の
示

し

た

英

文

の

三

つ

の

偶

頒

は

以

下

の

通

り

で
あ

る

。

一8

菩

き

0
8

9
置
≦
『8

αq
α
o
同口
ひq
旧
8

δ
巴

9
<
醇

ロ
o
ロ
ω
崔
揃

帥
巳

8

ユ
①
き

のΦ
8

Φ
げ

げ
8

暮
鴇
自

同の
凶ω
芸

Φ
お
鼠

凶8

0
h
呂

び
ロ
ま

訂

ρ

(罠

Φ
O
o
呂

巴

o
h
じd
邑

自

鋤
)

(54)
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)

=
鋤
耳
巴

α
o
①
ω
8

9

8
ω
Φ
ξ

げ
鋤
耳
巴

讐

き

讐

巨

Φ
旨

彗
お
O
o
8
ω
①
ω
び
≦

o
<
Φ
蓉
三
の
凶ω
9
口
o
冠

円巳
①
゜
(】)
訂

日
日
巷
巴

9
)

誤

2

、お

9
き

忽
8

3
戸

8

魯

げ
Φ
ぎ
ひq
げ
冒
答
ω
き

α
速

芝
臼
ρ
0
8
母
げ
ぎ

夢
①
貯
き

件霞

ρ
き

⊆
自
①
6
鎚
゜

誤

2

輿
Φ
只

&

=
8

9
芸
2

ユ
一ω
ω9
〈
9

茜

巴
員

〉
巳

芸
窪

一ω
げ
Φ
ω戸
芝
げ
8

荘
亀

げ
帥く
①
ω
ロ
昌
犀
8

お
ω
江

(
ζ
筈

甲
勺
9
二
巳
げ
ぴ
91
⇒
9
-ω
暮
琶

こ

の
偶

頒

は

「
雪
上
偶

」

と
さ

れ
、

「
い
ろ
は
歌

」

の
も

と
と

な

っ
た

と
さ

れ

て

い
る
。
常

磐
大

定
前

掲
書

但

し

頁

は

つ
け

ら
れ

て

い
な

い
。

ウ

・
ヴ

ィ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳
注
編

集

前
掲

書

八
頁

中
村

元

は

「
実

に
こ

の
世

に
お

い
て

は
、
怨

み

に
報

い
る

に
怨

み
を

以

て
し

た
な
ら

ば

、

つ

い
に
怨

み

の
息

む

こ
と

が
な

い
。
怨

み
を

す

て

て
こ
そ
息

む

。

こ
れ

は
永
遠

の
真

理

で

あ

る
。
」
と

訳

し

(中

村

元
訳

前
掲

書

一
〇
頁
)
、
友

松
圓
諦

の
訳

で
は

「
ま

こ
と

、
怨

み
こ

こ

ろ
は

い
か

な

る
す

べ
を
も

つ
と

も

怨

み

を
懐
く

そ

の
日
ま

で

ひ
と

の
世

に

や

み
が
た

し

う

ら

み
な

さ
に

よ
り

て

の
み

う

ら

み
は

つ

い
に
消

ゆ

る

べ
し

こ
は

易
ら

ざ

る
真
理

な
り
」

と

し

(友

松

圓
諦

訳

前

掲

書

一
四
頁
)
、

こ

の
友
松

の
訳

を
受

け

て
瀬

戸
内
寂

聴

は

「
ほ

ん

に
そ

う

よ

怨

み

こ

こ

ろ
と

い
う

も

の
は

ど

ん
な

手

だ

て
を

つ
く

そ
う

と

怨

み
を

す

て
ぬ

そ

の

日
ま

で

こ

の
人

の
世

か

ら

消

え

は

せ
ぬ

怨

み
を

す

て
た

そ

の
日

か

ら

怨

み

は
影

を
消

す

も

の
よ

こ
れ

こ

そ
真

実
永

遠

の

変

わ

ら

ぬ
真

理

と

い
う

も

の
よ
」

(瀬

戸

内
寂

聴

著

前
掲

書

七
九

頁

)
と

の
訳

を
与
え

、
宮

坂
宥

勝

は

ゆ

「
こ

の
世

の
中

で
は
怨

み

は
怨

み

に
よ

っ
て
け

っ
し

て
静

ま

る
も

の

で
な

い
。
と

こ
ろ
が

〔怨

み

は
〕

怨

み
な

く
し

て
静

ま

る
。

こ

れ
は
永

遠

の
真

理

で
あ

る
。
」
と

訳

価

し

(宮
坂

宥
勝

著

前
掲

書

二
五

一
頁

)
、

片
山

一
良

は
、

「
こ

の
世

の
怨

み

は
怨

み
を
も

っ
て

怨

み
を

捨

て
て

こ
そ
静

ま

る

「
怨

み
は
怨

み

を
も

て

怨

み
を

わ
す

れ

て
の
み

い
に
し
え

も
今

も

静

ま

る

こ
と

は
あ

り
え

な

い

こ
れ

は
永
遠

の
法

で
あ

る
」

と
訳

し

(片
山

一
良

著

前

掲

書

下

解
く

べ
か
ら
ず

解
く

べ
し

変

わ
ら

ぬ
真
理

な
り

」
と

訳
し

(山

田
無

文
著

前

掲
書

三

一
頁

)
、

一
六

〇
頁

)
、

山
田
無

文

は

佐
藤
光
夫
は

「
実

に
怨

み
に
よ

っ
て
人

々

の
怨

み
が

こ

の
世

で
鎮
ま

る

こ
と
は

決
し

て
な
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か
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怨
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を
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鎮
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光
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①
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①
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叶臣
巴
ω
き

o
包

『
巳
①
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①
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①
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Φ
ヨ
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「Φ
α
げ
P
ω
び
①
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①
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&

穿

き

2

8

°
。
津
勺
』
ω
)
。

な

お

パ

ー

リ

語

の
原
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①
昌
P
<
Φ
『
倒
⇒
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ω
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ユ
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⇒
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日
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因

縁

潭
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母
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い
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い

る
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